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宗
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十
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成
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年

一
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三
十
日
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特
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永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

―
―
附

『阿
弥
陀
経
要
記
』
逸
文
補
遺
―

は
じ

め

に

平
安
時
代
に
活
躍
し
た
永
観

（
一
〇
三
三
～

一
一
一
一
）
は
、　
一
般
に
三
論
宗
の
学
僧
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
で
、
自
ら

「念
仏
宗
」
と
称
し
て
お
り
、
日
本
浄
土
教
史
上
に
お
い
て
も
、
殊
に
源
信

（九
四
二
～

一
〇

一
七
）
か
ら
法
然

（
一
一
三
三
～

一
二

一
二
）
へ
と
念
仏
思
想
が
展
開
し
て
い
く
上
で
の
媒
介
的
立
場
に
あ
り
、
鎌
倉
浄
土
教
の
成
立
背
景
と
な

っ
た
人
師
の

一
人
と
位
置
づ

（２
）

け
ら
れ
て
い
る
。

永
観
の
著
作
は
、
古
来
、
『浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』
（以
下
、
『長
西
録
』
と
略
称
）
に
よ
つ
て
、
①

『阿
弥
陀
経
要
記
』

一
巻
、

②

『往
生
拾
因
』

一
巻
、
③

『地
想
観
文
』

一
巻
、
④

『常
途
念
仏
記
』

一
巻
、
⑤

『三
時
念
仏
記
』

一
巻
、
⑥

『決
定
往
生
行
業

文
』

一
巻
、
⑦

『往
生
講
式
』

一
巻
、
③

『往
生
極
楽
讃
』

一
巻
、
⑨

『念
仏
讃
』

一
巻
、
⑩

『念
仏
勧
進
縁
起
』

一
巻
の
十
書
あ

っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
現
存
し
て
い
る
の
は
②

『往
生
拾
因
』
と
⑦

『往
生
講
式

（往
生
講
私
記
）』
の
二
書
の
み
で
、
殆
ど
が
散

逸
し
て
い
る
。
し
か
し
、
散
逸
文
献
の
な
か
に
は
、
他
書
に
引
用
さ
れ
る
逸
文
を
集
成
し
て
復
元
を
試
み
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

四

二

本
願
寺
派

佐

竹

真

城



が
、
小
論
で
扱
う

『阿
弥
陀
経
要
記
』
（以
下
、
『要
記
』
と
略
称
）
で
あ
る
。

『要
記
』
は
、
今
日
ま
で
に
、
末
本
文
美
士
博
士
に
よ

っ
て
十
二
の
刊
本
か
ら
二
十
四
の
逸
文

（逸
文
に
類
す
る
も
の
を
含
む
）
が

報
告
さ
れ
た
後
、
新
井
俊
夫
氏
に
よ
っ
て
若
干
の
補
遺
が
為
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
研
究
は
逸
文
の
蒐
集
に
留
ま
り
、
内
容
の
検

討
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。

そ
の
後
、
直
接
に

『要
記
』
の
逸
文
補
遺
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
能
島
覚
氏
に
よ
っ
て
、
金
沢
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

『法

事
讃
見
聞
集
』
（推
定
）
古
写
本
断
簡
か
ら
数
文
補
填
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
筆
者
も
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
長
西

（
一

一
八
四
～

一
二
六
六
）
撰

『法
事
讃
疑
芥
』
や
、
長
西
門
弟
の
入
阿
空
寂

（
一
二
世
紀
後
半
～

一
三
世
紀
前
半
）
撰

『法
事
讃
要
略

記
』
が
、
『要
記
』
の
逸
文
を
多
く
有
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
こ
で
、
末
木
博
士
と
新
井
氏
の
逸
文
集
成

（以
下
、
「先
行
逸
文
」
と
称
す
）
に
、
能
島
氏
の
指
摘
す
る
数
文
と

『法
事
讃
疑
芥
』

等
の
写
本
に
見
ら
れ
る
逸
文
、
さ
ら
に
は

「先
行
逸
文
」
で
見
落
と
さ
れ
た
諸
刊
本
の
文
を
加
え
て
整
理
し
た
結
果
、
「先
行
逸
文
」

の
段
階
に
比
し
て
、
お
よ
そ
倍
と
な
る
逸
文
を
蒐
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
論
は
、
蒐
集
し
た
諸
文
か
ら
窺
え
る

『要
記
』
の
特
徴
の

一
端
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
概
要

ま
ず
、
『要
記
』
の
概
要
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

三
善
為
康

（
一
〇
四
九
～

一
一
三
九
）
の

『拾
遺
往
生
伝
』
に
は
、

―

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
　
テ
　
　
　
ス
　
　
ー

に
―
に
１
レ

，
　
　
テ
　
ス
ー
　
　
　
　
　
ト
　
・ｉ

阿
弥
陀
経
要
記
、
往
生
拾
因
、
各

一
巻
自
以
筆
削
。
念
仏
之
輩
皆
以
競
写
、
以
為
〓念
仏
宗
・テ
々
。

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
」
の
特
徴
に
つ
い
て

（
『仏
全
』
巻

一
〇
七

・
八
六
頁
上
下
、
傍
線

。
訓
点
は
筆
者
加
筆
）

四
三



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

と
あ
り
、
『要
記
』
は
撲
述
さ
れ
て
以
来
、
同
じ
く
永
観
撰
述
に
な
る

『往
生
拾
因
』
と
と
も
に
、
念
仏
を
実
践
す
る
多
く
の
人
に
書

写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
善
為
康
は
永
観
と
同
時
代
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
伝
承
は
信
頼
に
値
す
る
と
考
え
て
大

過
な
く
、
相
当
数
の
書
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
の
は
不
思
議
か
つ
遺
憾

で
あ
る
。

撰
述
時
期
に
つ
い
て
、
『往
生
拾
因
』
の
中
で
、
「
具

コ馴
訓
到
詞
・́」
、と

述
べ
て
具
体
的
な
説
示
を

『要
記
』
に
譲

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
下
限
は

『往
生
拾
因
』
が
撰
述
さ
れ
た
康
和
五

（
一
一
〇
三
）
年
以
前
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『要
記
』
の
全
容
は
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
が
、
『長
西
録
』
に
は
、

同
経

［阿
弥
陀
経
］
要
記

一
巻
廿
三
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『仏
全
』
巻

一
・
三
四
四
頁
上
、
［　
］
内

・
傍
線
は
筆
者
加
筆
）

と
あ
り
、
三
十
三
丁
の

一
巻
本
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
よ
そ
の
分
量
を
算
出
す
る
な
ら
ば
、
『長
西
録
』
で
は

『要
記
』
の

直
前
に
源
信
撰

『阿
弥
陀
経
略
記
』
を

「
二
十
五
丁
」
と
伝
え
て
い
る
こ
と
が
参
考
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『大
正
蔵
』
巻
五
十
七
所

収
の

『阿
弥
陀
経
略
記
』
は
約

一
万
四
〇
〇
〇
字
で
あ
る
か
ら
、
『要
記
』
は
約

一
万
九
〇
〇
〇
字
を
有
す
る

一
書
で
あ

っ
た
と
推
測

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
版
型
な
ど
の
条
件
が
全
く
同

一
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
多
少
の
誤
差
は
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
強
ち
見
当
外
れ

な
数
字
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
「先
行
逸
文
」
は
約
二
五
〇
〇
字
で
あ

つ
た
が
、
「新
出
逸
文
」
を
加
え
る
こ
と
で
六
〇
〇
〇
字
を

超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
復
元
で
き
た
。
前
の
数
字
か
ら
考
え
れ
ば
、
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の

一
か
ら
四
分
の

一
に
あ
た
る
分
量
と
な
り
、

概
略
そ
の
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
え
る
。

散
逸
時
期
に
つ
い
て
、
末
木
博
士
は
、

Ｌ

［法
海
撰

『阿
弥
陀
経
丁
亥
録
』
］
に

「永
観
ノ
要
記
ト
イ
フ
書
ア
リ
テ
今

ハ
伝

ハ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
あ
り

（三

一
人
頁
。
な

お
、
Ｌ
に
お
け
る

『要
記
』
の
引
用
は
Ｉ

［恵
空
撲

『阿
弥
陀
経
義
要
』
］
か
ら
の
孫
引
き
）
、
Ｌ
の
著
わ
さ
れ
た
文
政
十
年

（
一

八
二
七
）
に
は
散
逸
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
他
方
、
Ｉ
に
は
他
書
に
見
ら
れ
な
い
逸
文
が
幾
つ
か
あ
り
、
直
接
実
物
を
見



『平
等
覚
経
』

『称
讃
浄
土
経
』

『遺
教
経
』

『悲
華
経
』

『菩
薩
処
胎
経
』

『摂
大
乗
論
』

僧
肇
撰

『注
維
摩
経
』

伝
智
顎
撰

『阿
弥
陀
経
義
記
』

吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』

懐
感
撰

『群
疑
論
』

元
暁
撰

『阿
弥
陀
経
疏
』

源
信
撲

『阿
弥
陀
経
略
記
』

智
光
撲

『無
量
寿
経
論
釈
』

引
用
経
論
名

引
用
数

表
１
　
大
谷
旭
雄
氏
整
理

『要
記
』
引
用
経
論
と
回
数

そ
の
頃
か
ら
文
政
ま
で
の
間
に
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（末
木
博
士
前
掲
稿
三
五
〇
頁
、
［　
］
内

・
傍
線
は
筆
者
加
筆
）

と
、
宝
永
八
年
か
ら
文
政
十
年
ま
で
の
お
よ
そ

一
一
〇
年
の
間
に
散
逸
し
た
と
の
見

解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
、
「先
行
逸
文
」
時
点
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

①
引
用
経
論
の
概
要
と
、
②

『大
経
』
・
『観
経
』
に
お
け
る

一
念

・
十
念
の
説
示
を
、

与
奪
義
を
用
い
て
理
解
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
殊
に
①
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で

明
ら
か
に
さ
れ
た

『要
記
』
の
引
用
経
論
は
表
１
の
如
く
纏
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
ら
の
引
用
経
論
か
ら
窺
え
る
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
●
羅
什
訳

『阿
弥
陀
経
』

の
異
訳
で
あ
る
玄
美
訳

『称
讃
浄
土
経
』
を
多
く
引
用
し
て
対
照
し
な
が
ら
意
味
を

的
確
に
取
ろ
う
と
し
て
い
る
点
と
、
０
吉
蔵

（五
四
九
～
六
二
三
）
な
ど
の
三
論
系

典
籍
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
よ
り
三
論
系
浄
土
教
者
と
し
て
の
教
学
的
基
盤
を
看
取
で

き
る
点
と
い
う
、
二
つ
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
一

「新
出
逸
文
」
か
ら
先
行
研
究
に
対
し
て
言
及
で
き
る
こ
と

前
項
に
て
、
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

『要
記
』
の
概
要
を
確
認
し
た
。
本
項
で
は
、
「新
出
逸
文
」
の
検
出
に
よ
り
判

明
し
た
点
を
も

っ
て
、
先
行
研
究
を
再
検
討
し
た
い
。

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五

て

し

た

と

歴

た

消

る

Ｉ

α

コ
Ｐ
な

た

堂

、カ

メ

々
廿

´

一
十

¨
一

一
ヽ

て

力

一Ｚ

カ

ら



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

四

六

（
一
）
散
逸
時
期

「新
出
逸
文
」
を
見
る
と
、
末
木
博
士
の
指
摘
す
る

『阿
弥
陀
経
義
要
』
（以
下
、
『義
要
』
と
略
称
）
の
み
が
有
す
る
逸
文
は
な
く

な

っ
た
。
さ
ら
に
対
校
結
果

（小
論
の
附
録
を
参
照
）
を
見
る
と
、
『義
要
』
に
お
け
る

『要
記
』
引
文
は
、
概
ね
尭
慧

（～

一
三
九

五
）
撰

『阿
弥
陀
経
私
集
抄
』
（以
下
、
『私
集
抄
』
と
略
称
）
と
符
合
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
結
果
を
勘
案
す
る
と
、
『私
集

抄
』
と
重
複
し
な
い
逸
文
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
今
回
蒐
集
し
た
文
献
を
参
照
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
も
の
の
、
当
時
恵
空
の
手

元
に
置
か
れ
て
い
た
何
れ
か
の
典
籍
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
孫
引
き
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
散
逸
時
期
の
上
限

は
さ
ら
に
早
い
段
階
を
想
定
で
き
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。
な
お
、
金
沢
文
庫
に
は

『法
事
讃
下
管
見
妙
』
な
る
二
巻
本

の
古
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が

一
瞥
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
『要
記
』
の
引
用
は

一
度
も
な
い
。
本
書
の
撰
述
年
は
不
明
で
あ

る
が
、
撰
者
は
長
西
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
導
空

（～

三
二
一
三
～
）
と
さ
れ
、
導
空
の
師
に
あ
た
る
道
教

（
一
二
〇
九
～

一
二
八
七
）

撰
述
と
推
定
さ
れ
る

『法
事
讃
見
聞
集
』
に
は

『要
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
孫
引
き
す
ら
な
い
点
は
疑
間
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
、
『要
記
』
は

一
三
〇
〇
年
代
の
鎌
倉
浄
光
明
寺
周
辺
で
は
、
す
で
に
散
逸
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
現

状
で
明
確
な
年
時
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
記
の
事
実
は

『要
記
』
の
散
逸
時
期
を
考
え
る
上
で
、　
一
つ
の
可
能
性
を
示
唆
す

る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（二
）
引
用
経
論

「新
出
逸
文
」
を
踏
ま
え
る
と
、
『要
記
』
所
引
の
経
論
と
回
数
を
表
２
の
如
く
纏
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
筆
者
が
確
認
し
た
結
果
と

先
行
研
究
を
対
比
す
る
と
、
当
然
な
が
ら
引
用
回
数
や
所
引
経
論
に
相
異
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
の
相
異
の
な
か
、
回
数
が

減

っ
た
、
あ
る
い
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
経
論
に
つ
い
て
は
、
数
え
方
の
相
異
、
も
し
く
は
実
際
に
は
引
文
中
の
引
文
で
あ
る
の
を
永



表
２
　
筆
者
整
理

『要
記
』
引
用
経
論
と
回
数

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

観
が
直
接
引
用
し
た
も
の
と
誤
解
し
た
こ
と
に
よ
る
と
推
察
す
る
。
ま
た
、

先
行
研
究
に
て
特
徴
と
指
摘
さ
れ
た

『称
讃
浄
土
経
』
や
吉
蔵
著
作
の
引
用

が
多

い
点
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
九
回
、
後
者
も
四
書
計
八
回
と
、
更
に
多

く
の
引
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
の
●
０
の
両
見
解
を
補
強
す
る
結

果
と
な

っ
た
。

三
　
「新
出
逸
文
」
に
見
る

『要
記
』
の
特
徴

（
一
）

―

‐菩
提
心
理
解
―
―

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
「新
出
逸
文
」
を
通
し
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た

「要
記
』
の
特
徴
の

一
端
を
見
て
い
き
た
い
。

永
観
は

『往
生
講
式
』
に
お
い
て
、
冒
頭
の
第

一
門
に

「発
菩
提
心
門
」

を
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
菩
提
心
を
発
す
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

『往
生
講
式
』
に
示
さ
れ
る
菩
提
心
と
は
、
「願
生

心
」
あ
る
い
は

「厭
離
心
」
と
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
、
『往
生
拾
因
』
に
も

菩
提
心
理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『往
生
拾
因
』
で
は
密
教
の
観
法
の

影
響
を
受
け
た

「衆
生
本
有
の
浄
菩
提
心
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
著
作
間

で
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
、
永
観
の
菩
提
心
理
解
は
、
概
略
上

記
の
如
く
知
ら
れ
て
い
る
。

四
七

『無
量
寿
経
』

『大
阿
弥
陀
経
』

『平
等
覚
経
』

『称
讃
浄
土
経
』

『涅
槃
経
』

『遺
教
経
』

『悲
華
経
』

『菩
薩
処
胎
経
』

『浄
土
論
』

『大
智
度
論
』

『摂
大
乗
論
』

天
台

『阿
弥
陀
経
義
記
』

吉
蔵
撲

『法
華
義
疏
』

吉
蔵
撰

『法
華
玄
論
』

吉
蔵
撰

『金
剛
般
若
疏
』

吉
蔵
撰

『勝
重
宝
堀
』

慈
恩
撰

『阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』

慈
恩
撰

『阿
弥
陀
経
疏
』

懐
感
撲

『群
疑
論
』

普
光
撰

『倶
舎
論
記
』

智
円
撰

『西
明
疏
』

智
光
撰

『無
量
寿
経
論
釈
』

源
信
撰

『阿
弥
陀
経
略
記
』

引
用
経
論
名

三一一九一一一一三一

（三
）

一二四一二一一

（二
）

（
こ一二一一一

（二
）

実
引
用
数

（想
定
数
）



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

ヽ
６

´

そ
し
て
、
「新
出
逸
文
」
に
も
菩
提
心
に
関
す
る
言
及
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

是
故
要
記
云‐、
卦
朝^̈
釘「引
劃̈刷
用
慟
副
ゴ
ゴ
酬騨
‐，‐「バ付
一樹̈
卦鮒
�̈̈
４『判‐コ
η
‐̈
岡
・・・‐期
「利
劉
「コ印刷一日
９̈̈
円
‐́‐潤
「‐，，‐「明倒
□
‐謝
訓
引
［コ
一川
劇
〓、‐

に

り

ｒ

‐

‐

レ

レ

Ｌ

ｒ

‐

‐

‐

Ｌ

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

レ

」

Ｆ

Ｉ

Ｉ

‐

１

レ

Ｉ

Ｌ

」

―

―

‐

け

レ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

‐

―

ワ

ー

ー

ー

ー

レ

‐

１

い

―

―

‐

』

ビ

‐

―

―

―

―

‐

‐
ヽ，

ｒ

‐

，

ｒ

ｌ

ｌ

１

１

‐

―

，

ぃ

ル

コ

ト

ラ

　

　

　

ス

ヤ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

ュ

令
二彼
　
願
楽
・、
生
二大
乗
土
・発
二
菩
提
心
↓
若
不
レ爾
者
、
何
得
二
発
心
¨
　

豊
不
二如
来
大
悲
願
力
・、
斯
実
発
心
之
方
便
、
末
代

之
要
行
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（③
下
２１
右
、
傍
線

・
訓
点
は
筆
者
加
筆
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「末
代
の
愚
夫
は
簡
単
に
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
希
に
発
せ
る
人
が
い
た
と
し
て
も
、
縁

に
よ
っ
て
は
退
失
し
て
し
ま
う
」
と
の
説
示
と
、
「
そ
れ
を
見
越
し
て
仏
は
誓
願
に
浄
土
の
荘
厳
を
説
き
示
し
て
往
生
を
願
わ
せ
、
大

乗
の
土
た
る
浄
土
に
往
生
し
て
菩
提
心
を
発
さ
せ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と

の
理
解
が
示
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
末
世
の
衆
生
で
は
菩
提
心
を
発
せ
ず
、
械
土
に
お
い
て
発
す
の
は
あ
く
ま
で
浄
土
願
生

の
心
で
あ
る
と
し
、
浄
土
往
生
に
よ
っ
て
環
境
が
調
う
こ
と
で
、
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

す
で
に
解
明
さ
れ
て
い
る
永
観
の
他
著
作
に
お
け
る
理
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
永
観
思
想
の
新
た
な

一
面
が
窺
え
よ
う
。

そ
し
て
、
如
上
の
菩
提
心
理
解
か
ら
は
、
法
然
と
の
接
点
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち

『逆
修
説
法
』
に
お
い
て
、

～
≧
～
ン
～
ζ
，
ト
ハ
　

　

」
ｒ
‐
」
Ｆ
‐
‐
Ｆ
‐
‐
フド
‐
シ‐
‐
‐
‐
‐
‐ヲ
‐
‐
Ｐ
‐
‐
レ
Ｉ
Ｌ
ｒ
ｌ
わ
‐
‐
‐
ノ‐
‐
レ
‐
ｔ

，
Ｐ
‐
‐
＝
‐
ヤ
‐
‐
‐

今
浄
土
宗
菩
提
心

者
、
先
往
二生

浄
土
・、
欲
Ｆ度
二
一
切
衆
生
・、
断
二
一
切
煩
悩
・、
悟
二
一
切
法
門
・、
証
中
無
上
菩
提
・之
心
也
。

（
『昭
法
全
』
二
四
〇
頁
、
傍
線

・
訓
点
は
筆
者
加
筆
）

と
示
さ
れ
る

「浄
土
宗
の
菩
提
心
」
に
通
じ
る
点
を
看
取
で
き
よ
う
。
法
然
の
菩
提
心
理
解
は
、
同
じ
く

『逆
修
説
法
』
に
お
い
て
、

，

＞

ン

ヽ
く

く
い

　

Ｌ

Ｆ

膨

Ｉ

Ｌ

Ｆ

Ｉ

テ

‐
―

―

レ

ー

ー

Ｉ

Ｌ

ワ
ー

‐

‐

１

１

‘

Ｐ

１

１

に
―

レ

ー

ヤ

梓

ド

‐

―

″
‐

‐

ヤ

ヤ

‐

―
ク

■

１

１

，
―

卜

‥

善
導
御
意
、
先
生
二浄
土
・満
二菩
薩
大
悲
願
行
・之
後
、
還
入
二生
死
・欲
三
遍
度
二
衆
生
「
此
心
名
二菩
提
心
・テ
々
。

（『昭
法
全
』
二
四
二
頁
、
傍
線

・
訓
点
は
筆
者
加
筆
）

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
善
導

（六

一
三
～
六
人

一
）
の
説
示
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
善
導
義
と
は
、
「散
善
義
」
上
品

下
生
釈
に
、

唯
数
■
「
一念‐‥創
坤
劉
¶
Ｊ
封
川
到
調
相
蠍
∃
一矧
「
国
柵
料
割
翻
鼎
劃
翻
州
伺
「
測
「
一月
止‐「
一列
「
国
副
一劉
劃
困
引
¨
故‥“負
・瑯
瑯
載
顧
出
・也
。



と
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
永
観
は
早
い
段
階
で
善
導

「散
善
義
」

０

『要
記
』
③

観
云
、
内
秘
菩
薩
外
現
声
聞
位
高
可
崇
故
呼
為
長
老
也
又
云
摂

刈
剰
詞
明
劇
刊
周
個
妃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
二
Ｈ
左
）

α

『要
記
』
⑨

観
、
羅
喉
羅
者
此
云
覆
障
三
蔵
云
本
是
阿
修
羅
名
若
具
翻
之
応

封
園
別
倒
刊
剰
云
割
引
別
文
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
二
‐８
右
）

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

（『聖
典
全
書
』
巻

一
・
七
七
七
頁
、
傍
線
は
筆
者
加
筆
）

を
受
容
し
て
称
名
念
仏
を
勧
め
、
念
仏
思
想
に
お
い
て
法
然

へ
の
影
響
と

吉
蔵
撰

『金
剛
般
若
疏
』

又
云
空
生
即
従
生
時
受
称
其
人
内
秘
菩
薩
行
外
現
声
聞
位
高
可

刹
甜
測
∃
日
劉
側
側
　
　
（
『大
正
蔵
』
巻
三
三

。
一
〇
〇
頁
上
）

或
有
経
云
此
是
化
人
摂
大
乗
論
明
身
子
是
化
人
善
吉
猶
為
其
例

（
『大
正
蔵
』
巻
三
三

・
一
〇
〇
頁
上
）

吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』

羅
喉
羅
者
此
云
覆
障
以
六
年
在
胎
為
胎
所
障
故
云
覆
障
三
蔵
云

本
是
阿
修
羅
名
此
阿
修
羅
能
以
手
障
月
若
具
翻
之
応
云
障
月
仏

四
九

い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
人
師
で
あ
る
が
、
「新
出
逸
文
」
の
検
出
に
よ
り
、
菩
提
心
理
解
に
お
い
て
も
善
導
の
説
示
に
い
ち
早
く
注

目
し
、
善
導
と
法
然
の
間
に
媒
介
的
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
　
「新
出
逸
文
」
に
見
る

『要
記
』
の
特
徴

（二
）
―

‐吉
蔵
の
影
響
―
―

『要
記
』
は
三
論
系
諸
師
の
著
作
、
ひ
い
て
は
吉
蔵
の
著
作
が
多
く
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
文
献
名
を
示
し
て
直

接
に
引
用
の
形
態
を
取
ら
な
い
文
言
で
あ

っ
て
も
、
吉
蔵
著
作
の
影
響
下
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
以

下
に
対
照
し
た
如
く
で
あ
る

（傍
線

・
ゴ
シ
ッ
ク
処
理
は
、
便
宜
上
筆
者
が
加
え
た
）
。



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

０

『要
記
』
⑩

観
云
、
賓
頭
慮
頗
羅
堕
者
性
頗
羅
堕
俗
也
真
諦
三
蔵
云
翻
為
利

利
側
川
利
性
測
日
円
劇
「
性
倒
妃
　
　
　
　
（④
二
１９
右
２０
左
）

０

『要
記
』
⑪

観
云
、
迦
留
陀
夷
者
迦
留
此
翻
時
陀
夷
名
之
為
起
十
八
部
疏
云

測
劉
剖
累
口
劇
割
劃
調
�
測
硼
「
引
日
酬
淵
］文
　
（④
二
２０
左
）

Ｕ

『要
記
』
⑫

観
云
、
阿
劣
楼
駄
者
此
翻
為
如
意
亦
云
元
貧
西
明
疏
亦
加
二
人

謂
襟
阿
迦
与
難
達
羅
難
□
阿
也
文
　
　
　
　
　
（④
二
２２
右
左
）

０

『要
記
』
⑬

観
云
、
以
劇
川
目
劉
馴
劃
割
翻
悧
刃
引
回
順
目
翻
翻
圏
引
「
糊
圏
文

（④
二
２４
右
）

五
〇

子
所
以
作
此
名
者
是
借
輸
為
目
仏
自
説
我
正
法
如
月
此
児
障
月

欲
出
家
学
道
有
児
則
成
障
也
雖
復
是
障
而
如
来
能
捨
之
仏
自
説

過
去
世
羅
喉
羅
数
数
為
道
作
障
我
亦
数
数
能
捨
之
又
名
宮
生

（
『大
正
蔵
』
巻
三
四

・
四
六
〇
頁
中
～
下
）

吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』

初
明
道
名
俗
姓
同
也
日
月
灯
明
道
名
也
姓
頗
羅
堕
俗
姓
也
真
諦

三
蔵
云
翻
為
利
根
仙
人
六
姓
波
羅
門
中

一
姓
也
又
翻
為
弁
才
又

翻
為
満
満
正
也
　
　
　
（
『大
正
蔵
』
巻
三
四

・
四
七
九
頁
下
）

吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』

迦
留
陀
夷
者
迦
留
此
翻
時
陀
夷
名
之
為
起
十
八
部
疏
云
迦
留
者

黒
陀
夷
者
上
謂
悉
達
太
子
在
宮
時
師
也

（
『大
正
蔵
』
巻
三
四

・
五
人
○
頁
中
）

吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』

阿
菟
楼
駄
者
翻
為
如
意
亦
云
無
貧
以
過
去

一
食
施
辟
支
仏
十
五

劫
中
天
上
人
中
受
於
福
楽
最
後
得
羅
漢
常
得
如
意
無
有
貧
窮
是

甘
露
飯
王
之
子
也

　

　

（
『大
正
蔵
』
巻
三
四

・
四
五
九
頁
下
）

吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』

常
精
進
者
以
衆
生
常
有
諸
苦
是
故
大
士
恒
須
済
抜
故
言
常
精
進

也
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『大
正
蔵
』
巻
三
四

・
四
六
三
頁
中
）



０
で
は
、
序
文
の

「長
老
」
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
吉
蔵
撰

『金
剛
般
若
疏
』
の
所
説
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
②
で
は
、

仏
弟
子
の

「羅
喉
羅
」
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
吉
蔵
撲

『法
華
義
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
し
、
永
観
自
身

「略
抄
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
書
名
を
挙
げ
て
引
用
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
同
で
は
、
仏
弟
子
の

「賓
頭
慮
頗
羅
堕
」
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
引
文
も
含
め
た
主
要
部
分
を
ほ
ぼ
吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
「性
」
０

「姓
」
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
音

・
意
味
と
も
に
同
じ
も
の
で
相
互
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相
異
と
見
な

く
と
も
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
０
で
は
、
仏
弟
子
の

「迦
留
陀
夷
」
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
「累
」
０

「黒
」
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
音

。
意
味
は
全
く
異
な
る
も
の
の
、
く
ず
し
た
字
体
は
相
似
す
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
写
伝
過
程
で
の
写
誤
と
見
て
大
過
な
い
と
考
え
る
。
同
で
は
、
仏
弟
子
の

「
阿
寃
楼
駄
」
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
後
半
は
智
円

撰

『西
明
疏
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
前
半
を
吉
蔵
撰

『法
華
義
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
相
異
箇
所
で
あ
る

「寃
」
０

「菟
」
に
つ
い
て
は
、
異
体
字
関
係
あ
る
い
は
写
誤
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
実
質
は
全
文

一
致
と
い
え
よ
う
。
０
で

は
、
「常
精
進
菩
薩
」
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
吉
蔵
撲

『法
華
義
疏
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
相
異
箇
所
に
つ
い
て
は
、

対
校
本
で
は
完
全

一
致
し
て
お
り
、
今
回
底
本
に
採
用
し
た
典
籍
の
写
誤
お
よ
び
単
純
省
略
と
考
え
ら
れ
る
。

如
上
、
『要
記
』
で
は
特
に
基
礎
的

・
通
仏
教
的
な
部
分
に
お
い
て
、
吉
蔵
著
作
の
影
響
下
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き

る
。
書
名
を
挙
げ
て
引
用
す
る
例
も
合
わ
せ
る
と
、
『要
記
』
の
撲
述
に
あ
た

っ
て
は
、
吉
蔵
教
学
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
近
年
、
舎
奈
田
博
士
に
よ

っ
て
、
永
観
を
東
大
寺
に
お
い
て
真
言
と
顕
教
を
兼
学
し
て
い
た
真
言
宗
僧
侶
と
位
置
づ
け
る

見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る́
。
そ
の
論
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

①
生
涯
や
関
連
す
る
寺
院

。
人
師
に
真
言
宗
、
真
言
僧
の
影
響
が
強
い

①
念
仏
行
の
み
な
ら
ず
密
教
的
な
修
行
を
行

っ
て
い
た

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
」
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

⑪

『往
生
拾
因
』
に
お
い
て
阿
字
観
の
影
響
が
見
ら
れ
、
即
身
成
仏
と
同
じ
構
造
を
用
い
、
さ
ら
に
密
教
経
典

・
儀
軌

・
空
海
の
著

作
を
引
用
し
て
い
る

①
平
安
中
後
期
南
都
寺
院
に
お
け
る
歴
史
的
背
景

し
か
し
な
が
ら
、
明
確
に

「真
言
宗
僧
侶
」
と
断
定
す
る
こ
と
は

一
概
に
首
肯
し
難
い
。
す
な
わ
ち
、
諸
宗
を
兼
学
す
る
こ
と
は
南

都
仏
教
の
伝
統
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
永
観
は
三
論

・
真
言
兼
学
の
東
大
寺
東
南
院
に
住
し
た
こ
と
か
ら
、
三
論
と
と

も
に
真
言
も
学
ん
で
い
た
、
あ
る
い
は
禅
林
寺
の
系
譜
が
真
言
宗
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
密
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
点

に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

「真
言
を
主
と
し
て
い
た
」
と
い
う
論
理
は
、
い
さ
さ
か
飛
躍
が
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
理
由
⑪
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
引
用
経
論
に
つ
い
て
は
、
何
も
永
観
に
限
つ
た
こ
と
で
は
な
い
。
今
回
指
摘

し
た

『要
記
』
に
お
け
る
吉
蔵
著
作
と
の

一
致
は
、
そ
の
問
題
に

一
石
を
投
じ
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『要
記
』

に
お
け
る
吉
蔵
著
作
と
の

一
致
は
、
特
に
浄
土
思
想
に
は
直
接
関
係
す
る
こ
と
の
な
い
基
礎
的

・
通
仏
教
的
な
解
釈
に
集
中
し
て
い
た
。

そ
れ
も
、
引
用
文
と
し
て
で
は
な
く
、
永
観
自
身
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
た
箇
所
で
の

一
致
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
永
観
の
基
本
ス
タ
ン
ス
が
三
論
宗
、
ひ
い
て
は
吉
蔵
教
学
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

一
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
く
は
、
舎
奈

田
博
士
の
指
摘
通
り

『往
生
拾
因
』
撰
述
時
に
は
真
言
僧
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
『要
記
』
に
限

っ
て
見
れ
ば
、
三
論
僧
の
立
場
か
ら

撲
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り

に

小
論
で
は
、
永
観
の
散
逸
文
献
で
あ
る

『要
記
』
の
逸
文
を
も
と
に
、
現
状
で
知
り
得
る
特
徴
の

一
端
と
し
て
、
菩
提
心
理
解
に
お

い
て
善
導
と
法
然
の
間
に
媒
介
的
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
と
、
基
礎
的

・
通
仏
教
的
な
理
解
が
三
論
宗
大
成
者
の
吉
蔵
に
依
拠
し
て



い
る
点
を
論
じ
た
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
勘
案
す
る
と
、
『要
記
』
は
、
自
身
が

『往
生
拾
因
』
で
標
榜
す
る

「念
仏
宗
」
の
立
場
、
ま
た
は
吉
蔵
の
理
解

を
中
心
と
し
た
三
論
僧
の
立
場
か
ら
論
じ
た
も
の
と
窺
う
こ
と
が
で
き
、
平
安
期
に
お
け
る
南
都
浄
土
教
を
解
明
す
る
た
め
の
貴
重
な

一
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
上
記
の
如
き

『要
記
』
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
永
観
と
い
う

一
人
師
に
注
目
し
た
時
、
晩
年
に
撰
述
し
た

『往
生
拾
因
』
に
密

教
の
影
響
が
顕
著
な
こ
と
か
ら
真
言
僧
と
の
指
摘
が
あ
る
点
や
、
今
回
論
じ
た
菩
提
心
理
解
に
お
い
て
も
著
作
間
で
説
相
が
異
な

っ
て

い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
思
想
変
遷
が
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
観
の
教
学
を
総
合
的
に
窺
う
上
で
も
、

『要
記
』
は
示
唆
に
富
ん
だ
重
要
な
典
籍
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

小
論
で
言
及
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た

『要
記
』
逸
文
に
対
す
る
考
究
と
、
永
観
の
現
存
著
作
全
体
を
通
し
て
総
合
的
に
教
学
を

研
究
し
て
い
く
こ
と
は
、
さ
ら
な
る
逸
文
補
遺
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

誰
（１
）

（２
）

（３
）

（４
）

（５
）

（６
）

永
観
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
る

『往
生
拾
因
』
の
撰
号
に
は
、
「念
仏
宗
永
観
集
」
（『大
正
蔵
』
巻
人
四

・
九

一
頁
上
）
と
記
さ
れ

る
。

普
賢
晃
壽
稿

「
日
本
浄
土
教
の
展
開
と
親
鸞
教
学
」
（『真
宗
学
』
巻
九
九

・
一
〇
〇
、　
一
八
頁

［
一
九
九
九
年
］
）

昭
和
の
末
に
京
都
府
勝
林
院
か
ら

『三
時
念
仏
観
門
式
』
な
る

一
書
が
検
出
さ
れ
、
永
観
の
制
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
詳

細
は
大
谷
旭
雄
稿

「永
観
作

『三
時
念
仏
観
門
式
』
に
つ
い
て
」
（『坪
井
俊
映
博
士
頌
寿
記
念

仏
教
文
化
論
致
』
所
収

［
一
九
八

四
年
］
）
、
山
田
昭
全
稿

「永
観
作

『三
時
念
仏
観
門
式
』
を
め
ぐ
っ
て
―

報
告
並
び
に
翻
刻
―
―
」
（『大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記

念
論
文
集

仏
教
文
化
の
展
開
』
所
収

［
一
九
九
四
年
］
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「永
観

『阿
弥
陀
経
要
記
』
逸
文
に
つ
い
て
」
（
『印
仏
』
巻
二
五
―

一

［
一
九
七
六
年
］
）

「永
観
の

『阿
弥
陀
経
要
記
』
に
つ
い
て
」
（『仏
教
論
叢
』
巻
二

一

［
一
九
七
七
年
］
）

「称
名
寺
聖
教

『阿
弥
陀
経
抄
』
に
つ
い
て
」
（『金
沢
文
庫
研
究
』
巻
三
二
三

［二
〇
〇
九
年
］
）

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

五

三



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

（７
）

『大
正
蔵
』
巻
八
四

。
一
〇

一
頁
中

（８
）

『仏
全
』
巻

一
。
三
四
四
頁
上

（９
）

大
谷
旭
雄
他
著

『浄
土
仏
教
の
思
想
』
巻
七

・
八
八
～
八
九
頁

（
一
九
九
三
年
）
。
表
１
は
大
谷
氏
の
見
解
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
大
谷
氏
は

「～
な
ど
が
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
参
考
程
度
に
理
解
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、

元
暁
撲

『阿
弥
陀
経
疏
』
の
引
用
回
数
を

「
？
」
と
し
た
の
は
、
大
谷
氏
が
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

（１０
）

大
谷
氏
前
掲
書

一
五

一
～

一
五
二
頁
、
同
氏
著

『法
然
浄
土
教
と
そ
の
周
縁
』
巻
乾

・
一
一
三
～

一
一
四
頁

（二
〇
〇
六
年
）

（Ｈ
）

【請
求
番
号
】
九
二
―
九
―

一
・
三
。
二
巻
本
で
あ
る
が
、
下
巻
は
極

一
部
の
み
残
存
。

（１２
）

「実
引
用
数
」
は
逸
文
で
直
接
引
用
が
確
認
で
き
る
数
、
「
（想
定
数
）」
は
逸
文
に
類
す
る
も
の
に
引
用
が
あ
り
、
「永
観
同
之
」
な

ど
と
あ
る
場
合
を
含
め
た
数
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
経
論
に
複
数
の
可
能
性
を
有
す
る
場
合
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
出
拠
原
文
に

当
該
文
が
確
認
で
き
な
い
場
合
で
も
計
上
し
た
が
、
「有
云
」
「有
疏
云
」
な
ど
は
除
外
し
た
。

（１３
）

舎
奈
田
智
宏
稿

「永
観
の
菩
提
心
思
想
に
つ
い
て
」
（
『豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
巻
三
五

［二
〇
〇
七
年
］
）

一
九
二
頁

（１４
）

大
谷
旭
雄
稿

「永
観

『往
生
講
式
』
の
撲
時
と
往
生
思
想
」
（『浄
土
教
論
集
』
［
一
九
九
二
年
］
）
、
梯
費
園
稿

「
日
本
浄
土
教
に
於

け
る
菩
提
心
釈
の
展
開
」
（『浄
土
教
学
の
諸
問
題
』
巻
上

［
一
九
九
八
年
］
）
、
笹
田
教
彰
稿

「平
安
浄
土
教
の
一
考
察
―

発
菩
提

心
を
め
ぐ
っ
て
―

」
（『浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
［二
〇
〇
四
年
］
）
な
ど
の
諸
研
究
に
よ
る
。

（１５
）

舎
奈
田
博
士
前
掲
稿

一
九
三
頁
参
照
。
な
お
、
日
上
太
秀
博
士
は

「菩
提
心
は
菩
提
を
求
め
る
心
で
あ
る
が
、
そ
の
求
め
ら
れ
る
菩

提
と
菩
提
を
求
め
る
心
と
は
本
来

一
つ
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
打
ち
出
し
、
菩
提
心
の
空
性
を
説
き
だ
し
た
」
（
『菩
提
心
の
研
究
』

一
九
頁

［
一
九
九
〇
年
］
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
舎
奈
田
博
士
は
そ
れ
を
承
け
て
、
永
観
に
お
い
て
は

『往
生
講
式
』
が
初
発
心
、

「往
生
拾
因
』
が
悟
り
そ
の
も
の
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
両
書
に
お
い
て
は
、
『往
生
講
式
』
が
最
初
に
、

『往
生
拾
因
』
で
は
第
九
章
に
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る

（前
掲
稿

一
九
八
頁
、
註

（２
）参
照
）。

（１６
）

小
論
に
お
け
る

『要
記
』
引
用
時
の
出
拠
は
、
小
論
附
録
の

「逸
文
補
遺
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（１７
）

『往
生
拾
因
』
の
第
十
因

（『大
正
蔵
』
巻
八
四

。
一
〇
〇
頁
下
）
に

「散
善
義
」
就
行
立
信
釈
が
取
意
引
用
さ
れ
て
お
り
、
称
名
念

仏
思
想
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
永
観
に
先
行
し
て

「散
善
義
」
を
引
用
し
た
典
籍
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
藤
堂
恭

俊
博
士
が

「源
隆
國
８
８
１
Ｈｏ
ミ
の
編
纂
に
か
か
る

『安
養
集
』
全
十
巻
中
に
は

『散
善
義
』
を
十
三
回
に
亘
っ
て
引
用
し
、
さ
ら

に

『安
養
集
』
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
と
言
わ
れ
て
い
る

『安
養
抄
』
〔良
慶
作
〕
に
も
こ
れ
を
三
回
引
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。



永
観
は
そ
う
し
た
傾
向
を
継
承
す
る
か
の
よ
う
に

『散
善
義
』
に
注
目
し
、
そ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（「禅
林
寺
永
観

律
師
の
浄
土
教
思
想
」
、
『日
本
仏
教
学
会
年
報
』
巻
三
二

・
三
〇
頁

［
一
九
五
七
年
］
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
『安
養
集
』
・
『安
養

抄
』
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（１８
）

特
に
近
年
、
田
代
俊
孝
博
士
は
、
『選
択
集
』
の
説
示
と

『往
生
拾
因
』
の
説
示
と
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然
が
南
都
浄

土
教
を
手
が
か
り
に
し
て
善
導
浄
土
教
に
出
遇
っ
た
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る

（「法
然
と
南
都
浄
土
教
―

‐善
導

『観
経
疏
』

の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
、
『親
鸞
教
学
の
課
題
と
論
究
』
二
〇
～
三
三
頁

［二
〇

一
六
年
］
）
。

（１９
）

永
観
に
先
行
し
て

「散
善
義
」
を
引
用
し
た
文
献
と
し
て
、
『安
養
集
』
と

『安
養
抄
』
が
あ
る
こ
と
は
註
（１７
）
に
示
し
た
如
く
で

あ
る
が
、
『安
養
集
』
に
つ
い
て
大
谷
氏
は
、
「本
書
は
論
疏
で
は
な
く
、
項
目
別
に
浄
土
往
生
に
関
す
る
経
論
の
説
示
を
集
め
た
論

題
集
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
具
体
的
に
ど
れ
ほ
ど
後
世
に
影
響
し
た
か
は
確
か
め
難
い
」
（前
掲
書

［
一
九
九
二
年
］

一
五
九
頁
）
と

述
べ
、
新
井
氏
は

『安
養
抄
』
の
編
者
と
伝
え
ら
れ
る
教
月
房
良
慶
の
生
没
年
を
、
『三
井
続
灯
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て

一
一
一
七

～

一
二
〇
二
と
推
定
し
て
お
り

（新
井
俊
夫
稿

「安
養
抄
に
つ
い
て
」
、
『大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
巻
三

・
九
～

一
一
頁

［
一

九
七
九
年
］）
、
新
井
氏
に
よ
れ
ば

『安
養
抄
』
は
永
観
よ
り
後
の
成
立
と
な
る
。
た
だ
し
、
新
井
氏
の
見
解
は

『長
西
録
』
に

「安

養
抄
六
巻
　
良
慶
臓
囲
帳
一駐
離
一角
」
（『仏
全
』
巻

一
・
三
四
六
頁
下
）
と
伝
え
ら
れ
る
編
者
名
の
み
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
佐
藤

哲
英
博
士
は
、
「
『長
西
録
』
の
記
事
は
年
代
上
の
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
白
河
院
の
院
生
期
間
は

一
〇

八
七
～

一
一
二
九
年
で
、
そ
の
こ
ろ
良
慶
は
ま
だ
少
年
時
代
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

『安
養
抄
』
の
作
者
を
、
三
井
寺

の
良
慶

（
一
一
一
八
～

一
二
〇
三
）
と
す
る
説
は
許
さ
れ
な
く
な
り
、
同
じ
良
慶
は
良
慶
で
あ
っ
て
も
、
『安
養
抄
』
の
作
者
と
し

て
は
別
人
の
良
慶
を
求
め
ね
ば
解
決
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
た
」
（『叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
研
究
編
、
二
四
五
～
二
四
六
頁

［
一
九

七
九
年
］
）
と
指
摘
し
た
上
で
、
「東
大
寺
図
書
館
蔵
の
古
写
本
に
は
ど
こ
に
も
編
者
の
名
を
し
る
し
て
い
な
い
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
編
者
未
詳
の
書
と
し
て
お
い
た
方
が
無
難
か
も
し
れ
な
い
」
（前
掲
書
二
五
人
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
年
で
は
、
能

島
氏
が

「
こ
の
細
注
自
体
が

「後
白
河
院
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
」
（
『浄
土
教
典
籍
目
録
』
二
五
六
頁

「安
養
抄
」
項

［二
〇

一
一
年
］
）
と
述
べ
る
な
ど
、
佐
藤
博
士
の
見
解
に
異
義
を
唱
え
て
い
る
。
如
上
、
『安
養
抄
』
は
種
々
の
検
討
課
題
を
残
し

て
お
り
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
現
状
で
は
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
成
立
が
永
観
以
前

・
以
後
の
何
れ
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
梯
信
暁
博
士
が

「
ｎ
世
紀
に
は
、
貴
族
社
会
に
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
浸
透
し
、
論
議
法
会
の
場
に
浄
土
教
の
諸
問
題
が
登
場
す

る
こ
と
と
な
る
。
‥
。
（中
略
）
…
当
時
、
浄
土
教
教
理
の
担
い
手
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
。

１０
世
紀
以
来
の
研
究
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
て
、
論
議
法
会
に
お
い
て
指
導
的
地
位
を
占
め
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
論
議
に
備
え
る
手
引
書
と
し
て
は
、
「往
生
要
集
』
を

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



永
観
撰

「阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

五
六

は
じ
め
と
す
る
天
台
宗
の
浄
土
教
典
籍
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
次
第
に
、
『往
生
要
集
』
だ
け
で
は
論
議
に
対
応

し
き
れ
な
い
ほ
ど
、
浄
土
教
教
理
の
研
究
が
進
展
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
成
立
し
た
の
が

『安
養

集
』
『安
養
抄
』
『浄
土
厳
飾
抄
』
と
い
う

一
連
の
文
献
で
あ
る
」
（『イ
ン
ド

・
中
国

・
朝
鮮

・
日
本

浄
土
教
思
想
史
』

一
一
〇
～

一
一
一
頁

［二
〇

一
二
年
］
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「安
養
抄
』
が
天
台
宗
を
中
心
と
し
た
論
議
法
会
の
手
引
書
と
し
て
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
先
述
の

『安
養
集
』
に
関
す
る
大
谷
氏
に
よ
る
指
摘
も
相
ま
っ
て
、
後
世
へ
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
と
推
察
す
る
。
そ
の
点
、
永
観
撰
述
書
は
前
述
の

『拾
遺
往
生
伝
』
に
記
さ
れ
る
如
く
反
響
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
か
ら
、
永
観
は
日
本
に
お
け
る
実
質
的
な

「散
善
義
」
引
用
の
先
駆
的
存
在
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
本
項
で

示
し
た

「散
善
義
」
上
品
下
生
釈
は
、
『安
養
集
』
（梯
信
暁
著

『宇
治
大
納
言
源
隆
国
編

安
養
集
―

本
文
と
研
究
―

』
［
一
九

九
二
年
］
を
参
照
）、
『安
養
抄
』
（
『大
正
蔵
』
巻
八
四
を
参
照
）
と
も
に
引
用
が
な
い
。
ま
た
、
浄
土
で
菩
提
心
を
発
す
と
い
う
理

解
の
類
例
は
他
に
殆
ど
確
認
で
き
ず
、
管
見
の
限
り
、
善
導
以
外
で
は
憬
興

（八
世
紀
頃
）
の

『無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
（以
下
、

『述
文
賛
』
と
略
称
）
に
、
「而

言
レ当
レ発
二
菩
提
心
・者
、
欲
レ顕
三
生
レ彼
必
発
二　
大
心
・」
（
『大
正
蔵
』
巻
三
七

・
一
五
八
頁
下
、

傍
線

・
訓
点
は
筆
者
加
筆
）
と
示
さ
れ
る
の
を
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
観
が
浄
土
で
菩
提
心
を
発
す
と
い
う

発
想
を
持
つ
に
至
っ
た
根
拠
は
、
自
ず
と

「散
善
義
」
も
し
く
は

『述
文
賛
』
に
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
『述
文
賛
』

は

『往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
日
本
で
も
早
い
段
階
で
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
も
の
の
、　
一
瞥
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

『述
文
賛
』
の
当
該
文
を
初
め
て
引
用
し
た
の
は

『安
養
集
』
（梯
博
士
前
掲
書
七
九
頁
）
で
あ
る
。
ま
た
、
『安
養
抄
』
に
も
三
度

の
引
用

（『大
正
蔵
』
巻
八
四

・
一
三
八
頁
上
、　
一
六
三
頁
中
）
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
他
の
人
師
に

『述
文
賛
』
当
該
文
の
引

用
は
確
認
で
き
な
い
。
前
述
の
如
く
、
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
『安
養
集
』
。
「安
養
抄
』
は
未
知
の
部
分
が
多
い
上
、

天
台
宗
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
永
観
が
両
書
を
通
じ
て
影
響
を
受
け
た
と
は
考
え
難

い
。
さ
ら
に
、
永
観
の
現
存
著
作
上
に
憬
興
か
ら
の
引
用
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
「散
善
義
」
よ
り
影
響
を
受
け
た
説
示
と

見
る
の
が
隠
当
で
あ
り
、
『要
記
』
が
初
め
て
注
目
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
に
お
け
る

『観
経
疏
』

の
流
伝
と
永
観
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
大
谷
氏
前
掲
書

（
一
九
九
三
年
）

一
五
七
～

一
六

一
頁
や
田
代
博
士
前
掲
稿
に
詳
し
い
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。

（２０
）

舎
奈
田
智
宏
稿

「真
言
僧
と
し
て
の
永
観
」
（『密
教
学
研
究
』
巻
四
三

［二
〇

一
一
年
］
）
。
な
お
、
舎
奈
田
博
士
以
前
に
も
永
観
の

一
部
思
想
に
密
教
的
影
響
を
指
摘
す
る
も
の
は
複
数
あ
る
。
詳
細
は
舎
奈
田
博
士
の
論
致
の
註
（６
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
舎

奈
田
博
士
は
前
掲
稿

（二
〇
〇
七
年
）

一
九
五
頁
で
も

「永
観
自
身
は
真
言
僧
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
同
稿
の
註
（２６
）
を
見
る
限
り
、



前
出
の
四
点
に
類
す
る
内
容
を
理
由
と
し
て

「真
言
宗
僧
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
」
（二
〇
二
頁
）
と
、
可
能
性

の
範
疇
で
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。

（２１
）

舎
奈
田
博
士
は
前
掲
稿

（二
〇
〇
七
年
）
の
註
（２６
）
前
半
部
で
、
「実
際
の
と
こ
ろ
永
観
は
諸
宗
兼
学
の
僧
で
あ
り
、
自
身
で

「念

仏
宗
永
観
」
と
も
自
称
し
て
い
る
な
ど
現
代
の
基
準
に
お
い
て
何
宗
の
僧
と
規
定
す
る
の
は
難
し
い
」
（二
〇

一
～
二
〇
二
頁
）
と

述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
基
本
的
に
こ
の
見
解
に
同
意
で
あ
る
。
永
観
を
取
り
巻
く
環
境
か
ら
は
、
三
論

・
真
言
の
両
様
を
看
取
で
き

る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
諸
宗
兼
学
の
学
風
を
尊
重
す
べ
き
で
、
著
作
上
で
比
重
を
置
い
て
い
る
立
ち
位
置
な
ら
ば
と
も
か
く
、
「何
宗

の
僧
」
と
限
定
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
師
を
研
究
す
る
上
で
客
観
性
を
欠
い
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

五

七



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

附

『
阿
弥
陀
経
要
記
』
逸
文
補
遺

【凡
例
】

０
散
逸
文
献
で
あ
る
永
観
撰

『
阿
弥
陀
経
要
記
』

一
巻
に
つ
い
て
、
「先
行
逸
文
」
を
も
と
に
増
補
し
、
経
文
の
順
に
従
っ
て
整
理
し
た
。

０
本
文
に
用
い
た
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
》
…

『
阿
弥
陀
経
』
所
釈
文
、
（
）
…
逸
文
の
所
在
、
※
…
当
該
逸
文
が
逸
文
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
す
、

〈
〉
…
原
文
で
の
割
誰
・
細
字
、
□
…
湮
滅
、
Ｓ
Ｋ
…
直
後
の
漢
字
に
対
す
る
左
訓
二
■

（自
抜
き
ロ
ー
マ
数
字
）

…

逸
文
の
範
囲

０
逸
文
を
有
す
る
文
献
名
は
次
の
記
口′
で
表
記
し
た
。
な
お
、
⑪

・
①
は
龍
谷
大
学
大
官
図
書
館
蔵
本
を
利
用
し
た
。

①
　
長
西

『法
事
讃
疑
芥
』
四
巻

〓

③
　
空
寂

『法
事
讃
要
略
記
』
二
巻
　
　
　
　
；

◎
　
道
教

『法
事
讃
見
問
集
』
（推
定
）
甲
・
乙

◎
　
良
忠

『
選
択
伝
弘
決
疑
炒
』
五
巻
（浄
全
七
）
　

［末
木

・
新
井
Ｂ
］

◎
　
道
忠

『群
疑
論
探
要
記
』

一
四
巻
（浄
全
六
）
　

［末
木

・
新
井
Ｃ
］

③
　
良
忠

『法
事
讃
私
記
』
三
巻
（浄
全
四
）
　

［末
木

・
新
井
Ａ
］

⑥
　
良
忠

『往
生
要
集
義
記
』
人
巻

（浄
全

一
五
）

①
　
良
忠

『浄
土
宗
要
集
』
五
巻

（浄
全

一
一
）
　

［新
井
Ｍ
］

①
　
道
光

『
往
生
拾
因
私
記
』
三
巻
（浄
全

一
五
）
　

［末
木

・
新
井
Ｄ
］

①
　
道
光

『大
経
抄
』
七
巻

（浄
全

一
四
）

⑩
　
持
阿

『
選
択
決
疑
抄
見
聞
』

一
〇
巻

（浄
全
七
）

①
　
聖
間

『浄
土
述
聞
口
決
砂
』
二
巻

（浄
全

一
一
）

⑭
　
尭
慧

『
阿
弥
陀
経
私
集
抄
』
三
巻
（亨
保
二
年
刊
）
　

［末
木

・
新
井
Ｅ
］

⑩
　
聖
間

『
二
蔵
義
見
聞
』
人
巻

（浄
全

一
二
）

◎
　
聖
間

『伝
通
記
揉
砂
』
四
人
巻

（浄
全
三
）
　

［新
井
Ｇ
］

①
　
聖
円

『
決
疑
砂
直
牒
』

一
〇
巻
（浄
全
七
）
　

［末
木

・
新
井
Ｆ
］

◎
　
良
栄

『
東
宗
要
見
聞
』

一
〇
巻

（浄
全

一
一
）

①
　
聖
聡

『
小
経
直
談
要
註
記
』
人
巻
（浄
全
二
二
）
　

［末
木
Ｇ
、
新
井
Ｈ
］

⑥
　
加
祐

『
法
事
讃
私
記
私
抄
』
三
巻
（浄
全
四
）
　

［末
木
Ｈ
、
新
井
Ｉ
］

①
　
恵
空

『
阿
弥
陀
経
義
要
』
四
巻
（宝
永
八
年
刊
）
　

［末
木
Ｉ
］

◎
　
義
山

『
阿
弥
陀
経
随
聞
講
録
』

一
巻
（浄
全

一
四
）
　

［末
木
Ｊ
、
新
井
Ｊ
］

「
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
書
写
本

（【請
求
番
号
】
九
四
―
四
―

一
～
四
）
。

り
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
書
写
本

（【請
求
番
号
】
九
二
―

三
―

一
～
二
）
。
な
お
、
撰
者

で
あ
る
入
阿
に

つ
い
て
、
塚
本
善
隆
博
士
は
鎮
西
義

の
敬
蓮
社
入
阿

（
一
二
〇
三
―

一
二
人
五
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が

（
「金
沢
文
庫
所
蔵

浄
土
宗
学
上

の
未
伝
稀
期

の
鎌
倉
古
砂
本
」
、
『
浄
土
学
』

（復
刻
版
）
巻

二

［
一
九
人
〇
年
、
初
出
は

一
九
二
三
年
］
）
、
坪
井
俊
映
博
士
に
よ

っ
て
内
容
面
よ
り
諸
行
本
願
義
に
属
す
る
入
阿
空

寂
の
こ
と
で
あ
る
と
論
証
さ
れ
た

（
「金
沢
文
庫
蔵

観
経
疏
顕
意
抄
著
者
入
阿
に

つ
い
て
」、
『
金
沢
文
庫
研
究
』
巻
六
四

［
一
九
五
八
年
］
）。

”
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
断
簡

（”請
求
番
号
】
七
五
―
六
―

一

［甲
］
・
二

［
乙
］
）
。

五
八



⑭
　
慧
雲

『
阿
弥
陀
経
甲
午
記
』
二
巻
（真
全
六
）
　

［末
木
Ｋ
、
新
井
Ｋ
］

①
　
法
海

『
阿
弥
陀
経
丁
亥
録
』
五
巻
（真
大
四
）
　

［末
木
Ｌ
ロ

①
　
月
珠

『
阿
弥
陀
経
松
江
録
』

一
巻

（真
全
六
）
［新
井
Ｌ
］

な
お
、
以
下
の
江
戸
期
文
献
か
ら
も
逸
文
を
検
出
し
た
が
、
既
存
の
逸
文
と
重
複
す
る
た
め
採
用
し
な
か
っ
た
。

・
恵
空

『
選
択
集
叢
林
記
』
八
巻
…
三
文

（真
全

一
比
５００
‐ｂ
５０‐
ａ
、

５０８
ｂ
、

５０９
ａ
）

・
慶
秀

『持
名
砂
私
記
』
二
巻
…
一
文

（真
大
三
人
Ｈ
ｂ
‐７
ａ
）

０
（
）
内
の
見
方
は
、
文
献
記
号

↓

逸
文
所
有
巻
数

↓

収
録
本
頁
数

↓

段
数
の
順
で
示
し
た
。
例
え
ば

「③

一
３０‐
ａ
」
と
あ
る
の
は
、
『
小
経
直
談
要
註
記
』
巻

一
、
『
浄
全
』
二
〇
八
頁

下
段
の
意
。
ま
た
、
「先
行
逸
文
」
以
降
、
新
た
に
検
出
さ
れ
た
逸
文
に
は

「□
」
を
付
し
た
。

０
本
文
は
、
旧
字
を
新
字
に
、
異
体
字
を
通
行
体
に
そ
れ
ぞ
れ
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
返
点

・
送
り
仮
名
は
本
文
と
し
て
採
用
し
た
典
籍
に
付
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
記
し

た
が
、
「ノ
」
「■
」
「也
」
等
の
略
字
は
表
記
を
改
め
、
合
符
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

０

一
つ
の
逸
文
が
複
数
の
文
献
に
確
認
で
き
た
場
合
、
〈
）
内
の
冒
頭
の
も
の
か
ら
本
文
を
採
用
し
た
が
、
原
則
と
し
て
時
代
の
古
い
も
の
を
重
視
し
た
。
た
だ
し
、　
一
つ
の
逸
文
に
お
い
て
、

古
い
も
の
が
逸
文
の
一
部
し
か
有
し
て
い
な
い
場
合
、　
一
番
多
く
の
逸
文
分
量
を
持
つ
文
献
を
優
先
し
て
本
文
と
し
た
。
ま
た
、
⑬
は
諸
文
献
が
断
片
的
に
逸
文
を
有
し
て
い
る
都
合
上
、
複

数
の
文
献
に
見
ら
れ
る
逸
文
を
統
合
し
て
一
文
と
し
た
。

●

一
つ
の
逸
文
が
複
数
の
文
献
に
確
認
で
き
た
場
合
、
『
要
記
』
の
本
文
に
限
り
本
文
に
採
用
し
た
以
外
の
他
本
で
対
校
し
た
。
な
お
、
「永
観
与
之
全
同
」
な
ど
の
逸
文
に
類
す
る
も
の
は
、
同

内
容
が
複
数
の
文
献
に
見
ら
れ
た
と
し
て
も
対
校
し
な
か
つ
た
。

●
対
校
に
あ
た
っ
て
は
、
「無
」
「元
」
な
ど
の
異
体
字
の
相
異
、
「ア
ミ
タ
」
「阿
弥
陀
」
な
ど
の
漢
字
カ
ナ
の
相
異
は
対
校
し
な
か
つ
た
。
ま
た
、
「
々
」
（同
字
）
は
前
の
文
字
と
異
な
る
場
合

の
み
対
校
し
た
。

０
対
校
で
用
い
た
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

０

記
号

↓
…
翻
刻
し
た
本
文
と
対
校
本
と
の
相
異
を
表
す
、
〔　
〕
…
文
言
の
付
加
を
表
す

０

用
語

無
し
…
見
出
し
語
の
文
言
が
無
い
こ
と
を
表
す
、
註
記
…
本
文
に
対
し
て
記
さ
れ
た
註
を
表
す

⑩
対
校
本
が
、
和
語
あ
る
い
は
著
し
い
取
意
の
文
で
あ
つ
た
場
合
、
対
校
し
な
か
っ
た
。

●
逸
文
補
遺
は
、
基
本
的
に

「先
行
逸
文
」
に
加
上
す
る
形
で
行
っ
た
が
、
出
拠
は

一
々
確
認
し
、
頁
数
等
に
誤
り
が
あ
れ
ば
訂
正
し
た
。
ま
た
、
「先
行
逸
文
」
が
挙
げ
る
出
拠
の
う
ち
、
採
用

し
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
番
号
と
不
採
用
の
理
由
を
以
下
に
示
す
。

※
⑭
③
中
‐９
…
末
木
博
士
は
挙
げ
る
が
、
解
釈
論
で
あ
り
引
文
で
は
な
い
た
め
。

※
①
⑥
下
翌
…
末
木
博
士
は
挙
げ
る
が
、
『法
事
讚
私
記
』
の
註
釈
で
あ
り
引
文
で
は
な
い
た
め
。

※
①
◎
７３８
「‥
末
木
博
士
は
挙
げ
る
が
、
「已
上
禅
林
要
記
取
意
」
と
割
註
が
あ
つ
て
文
言
が
大
き
く
異
な
る
た
め
。

※
①
⑥
下
２１３
…
末
木
博
士
は
挙
げ
る
が
、
所
釈
で
あ
り
引
文
で
は
な
い
た
め
。

※
新
井
氏
は
①
四
８２

「要
記
云
戒
定
意
三
学
各
有
貪
慢
二
虫

〈云
云
〉
」
（七

一
頁
）
を
逸
文
と
し
て
挙
げ
る
が
、
当
文
は
直
前
に

「持
犯
」
と
あ
り
、
元
暁
撰

『菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
（『大

正
蔵
』
巻
四
五
・
九

一
人
―
九

一
九
頁
）
の
取
意
文
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

五
九



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

【逸
文
補
遺
】

①

《
題
号

（仏
説
阿
弥
陀
経
）》

永
観
ア
ミ
タ
経
要
記
云
、
弁
題
目
者
、
梵
云
仏
陀
槃
遮
ア
ミ
タ
修
多
羅
、
此
云
覚

説
無
量
寿
経
・。
今
梵
漢
並
存
故
、
云
仏
説
ア
ミ
タ
経
入
文
〉。
　

　

（④
二
３
左
、
固
）

②

《
同
》

Ⅸ
仏

，
説
７
ミ
タ
経
義
琉
云

〈井
序
〉
〔
西
湖
霊
芝
崇
福
寺
釈

／
〈元
照
述
〉。　
一
乗
極

唱
終
帰

咸
指
於
楽
邦

。̈‐
力
有
押
修
最ヽ
勝

独
Ｓ
ヲ
ス
Ｋ
推

於
果
Ｓ
ス
Ｋ
号
。
浪

以
従
レ因
建
願
Ｓ
ヒ
マ
Ｋ
康
　
志
射
　
行
・、
歴
塵
点
劫
・懐
済
衆
之
仁

。
元
芥
子
地

非
捨
身
之
。
処
、
次
正
釈
文
□
・又
二
。
初
釈
経
題
・、
二
釈
経
文
・。
初
中
此
本
名

称
讚
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所
護
念
・。
総
十
六
字
経
字
為
通
題

、
上
十
五
字

為
別
題
・■
人
字
属
教
。
即
経
所
説
依
正
荘
厳
、
称
名
往
生
、
皆
堤
ミ
タ
修
因
感
保

威
神
願
力
不
思
議
功
徳
也
。
下
七
字
属
機
。
即
依
教
起
行
専
修
成
業
、
衆
聖
冥
加

摂
持

不
退
直
至
菩
提

也̈
。
美
師
唐
訳
即
用
本
題
―
ム
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
。
語
雖

少
異

義̈
意
大
同
。
対
之
可
見
。
今
経
秦
訳
隠
略
本
題
・。
在
六
方
仏
後
・即
下
云
汝

等
衆
生
当
信
是
等
、

拠
宗
取
要
・別
建
此
題

′・、
略
有
五
意

。　
一
則
上
符
経
旨
一。

経
中
唯
示
持
名
方
法
・、
故
取
仏
名

用̈
標
題
首

。
二
則
下
適
機
宜
・ミ
タ
名
号
衆

所
楽
聞
故
用
標
距
一、
必
多
信
受
散
¨
三
理
自
包
含
．但
標
仏
名
¨ヽ

称
讃
護
念
任
運

自
摂
故
。

，コ
義
存

便
易
梵
号
兼
含

、
耳
聞
淳
熟
故
。
五
語
従
簡
要
、

後
世
受
持

称
道
不
繁

故
〈文
〉。
〈源
信
永
観
与
之
全
国
〉。　
　
　
　
　
　
　
（④
二
６
右
左
、
固
）

③

《
分
科
》

※
台
云
、
自
如
是
我
聞

至̈
諸
天
大
衆
倶

序̈
分
也
。
自
爾
時
仏
告
・至
是
為
甚
難
・

正
宗
分
、
自
仏
説
此
経
已
・詑
経

流̈
通
分
也

〈取
意
〉
。
照
云
、
次
釈
経
文
・、
大

分
三
分
。
初
至
大
衆
倶
・為
序
分

、
一
一爾
時
仏
告
下
至
是
為
甚
難
・為
正
宗
分
、

三
仏
説
此
経
下
至
末
文
流
通
分

〈文
〉。
暁
、
測
、
照
、
信
、
観
、
皆
如
天
台

。

（④
二
７
右
、
○
中
５３
ｂ
、
①

一
３０８
ａ
、
①
上
本
２２
右
、
⑤
７１０
ｂ
）

④

《
同
》

但
永
観
要
記
云
、
此
経
有
証
信
元
発
起
一。
若
依
浄
影
意
一、
以

一
時
巳
下
一可
云
発

起
序
ス
取
意
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
二
８
左
、
□
）

⑤

《
序
分
、
無
問
自
説
》

観
云
、
法
花
②
経
□
、
元
有
人
請
而
自
説
者
。
猶
示
如
来
大
悲
能
至
、
機
動
即
説
不

待
他
請
。

肇゙
云
、
真
友
不
待
。
□
如
慈
母
之
．
超
嬰
児

〈以
上
〉。

（④
二
５
右
左
、
⑭
上
６
左
、
①
上
本
２３
左
）

⑥

《舎
衛
国
》

観
云
、
金
剛
疏
云
、
真
諦
云
、
彼
国
正
音
、
応
云
奢
羅
摩
羅
死
底
。
此
云
好
名
間

国

。
昔
有
仙
人

有̈
好
名
聞

国
以
名
也

〈文
〉。
旧
翻
為
聞
物
国
、

遠
聞
諸
国
故

〈文
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
二
９
右
、固
）

⑦

《
祗
樹
給
孤
独
園
》

観
云
、
又
涅
槃
経
云
、
祗
陀
長
者
自
造
門
楼
、
須
達
長
者
七
日
之
中
成
立
大
房
、

足
三
百
間
禅
坊
静
処
六
十
三
所
冬
屋
夏
．
官
各
々
別
異
、
厨
坊
泥
室
洗
脚
之
処
、
大

小
清
廊
元
不
備
足
〈己
上
〉。
在
此
勝
処
説
故
可
取
也
〈文
〉。
　

　

（④
ニ
ー０
右
、
□
）

③

《
長
老
》

観
云
、
内
秘
菩
薩
外
現
声
聞
位
、
高
可
崇
敬
呼
為
長
老
也
。
又
云
、
摂
大
乗
論
明

身
子
是
化
〈已
上
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
二
Ｈ
左
、
固
）

◎

《
羅
喉
羅
》

永
観
、
羅
喉
羅
者
、
此
云
覆
障
。
二
蔵
云
、
本
是
阿
修
羅
名
。
若
具
翻
之
、
応
云

障
月
仏
子
、
又
云
官
生

〈略
抄
〉
〈文
〉。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（①
二
１８
右
、
囲
）

⑩

《賓
頭
慮
頗
羅
堕
》

観
云
、
賓
頭
虚
頗
羅
堕
者
、
性
頗
羅
堕
俗
也
。
真
諦
三
蔵
云
、
翻
為
利
根
仙
人
、

六
性
波
羅
門
中

一
性
也
〈巳
上
〉。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｑ
ニ
１９
右
２０
左
、
□
）

①

《迦
留
陀
夷
》

観
云
、
迦
留
陀
夷
者
、
迦
留
此
翻
時
、
陀
夷
名
之
為
起
。
十
人
部
疏
云
、
迦
留
者

累
、
陀
夷
者
上
。
謂
悉
達
太
子
宮
時
師
也
〈文
〉。
　
　
　
　
　
　
　
（⑤
二
２０
左
、
固
）

⑫

《
阿
雀
楼
駄
》

六

〇

①
処

⑤
下
に
中
略
符
号
あ
り
　
②
経
□
↓
⑭
①
疏
云
　
③
猶
↓
⑭
①
謂
　
④
肇
↓
⑬
①
肇

〔公
〕

⑤
□
↓
⑫
①
請
　
⑥
超
↓
⑪
①
赴
　
⑦
宮

④

「ｇ尋
」
と
右
傍
註
記



観
云
、
阿
寛
楼
駄
者
、
此
翻
為
如
意
、
亦
云
元
貧
。
西
明
疏
亦
加
二
人
。
謂
株
阿

迦
与
難
達
羅
難
□
阿
也

〈文
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｑ
二
２２
右
左
、
囲
）

⑬

《
常
精
進
書
藤
》

観
云
、
以
衆
生
常
有
諸
苦
、
是
故
大
士
恒
Ｑ
順
済
抜
。
故
言
常
精
②
進

〈文
〉
。

（④
二
２４
右
、
①
中
５９
ｂ
６０
ａ
、
①
二

３３‐
ａ
）

⑭

《
仏
告
舎
利
弗
》

′　
　
　
　
　
・́　
　
ラ・
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
，
　

・

永
親

′一バ
、
間
云
、
何
故
不
ル浩
■
菩
薩
・。
釈

言
、
小
乗
之
人
不
レ
許
レ
有
二
他
方
仏
・。

今
嘆

陳
レ
之
。
是
故
告
レ
之
。
〈己
上
〉
　

　

　

　

　

（⑭
上
１８
右
左
、
①
上
末
１
右
）

蓮
花
生
者
非
・・胎
卵
化
湿
之
生
・。
悲
花
。
言
、
化
言
不

，
同
二

老
故
無
二
老
苦

Ｓ
コ
ト
サ
ラ

・死
苦

・。

則
宝
坐

・浄
土
之
五
陰
¨

楼
閣
観
十
方
無
早
雑
樹
異
光
色
宝
欄
遍
囲
続

〈已
上
〉。

（
◎

乙

５
右
、
国
）

⑬

《
七
重
羅
網
》

永
観
要
記
云
、
七
重
羅
網
者
此
即
空
荘
厳
也
。
故
論
云
荘
厳
虚
空
者
偶
言
無
量
宝

交
絡
羅
網
遍
虚
空
種
々
鈴
発
響
宣
吐
妙
法
音
〈己
上
〉。
　
　
　
　
（◎
乙
５
右
、国
）

要者也世 智⑮
記 万 」俗.光′^在,万 早言,往 過
L也 [十 生十
亀 °

搭 千,論′方

櫓,聾暑雲
.層

章芳千
.」

↓
留億,万

=`
零_[i鮒
亀茜浩現.

為停ワ為
競̀」 型惟.

此者地理

重
・
荒星

`型

|

雪言
i雷

'曽
・

天
′
万ネ:比

已ご芽間′

2立≡電後:

ど査.套 ,

¨
〈已
上
〉
。

（⑭
上
２１
右
左
、
①
上
末
７
右
左
）

①

《
七
重
欄
楯
》

永
観
要
記
云
、
七
重
欄
楯
者
此
即
地
荘
厳

。
故
論
云
、
荘
厳
地
者
、
偶
言
官
殿
諸

②

・《上
有
楼
関
》

，́
′
　

′
・
・
′ヤ　
　
，　
　

，́
　
　

　

，　
〓

要
記
云
、
間
云
だ
莉

故
宝
地

′中
忽
説
″
楼

・閣

。
釈

言

′
、
右
以
レ
渡

於
・
驚
殖
・至
・二

千
楼
閣

。̈
散

′
従
レ
便
税
、

成

，
彼
楼
閣
多
在
■
。
島
一沖
・。
・提
・故
清
浄
覚
経
等
説
下
処
処

有
二
浴
池
・遠
二
仏
講
堂
、

或
邊
中
羅
漢
菩
薩
講
堂
上
。
故
知
楼
在
二宝
池
・
〈己
上
）。

⑬

《
七
重
行
樹
皆
是
四
宝
》
　

　

・ヽ
　
　
　
　
　
´

，
‐

同
要
記
云
、
七
重
行
樹

，者
十
六

・観
中
第
四
観
也
¨
若
欲
広
観
・
可
読

・
観
経
Ｉ
〈乃
至
〉

・
四
宝
者
准
下
讚
道

是́
金
銀
馬
踏
頗
梨
也
。
称
讃
云
、
四
宝
荘
厳
金
宝
銀
宝
吠
琉
璃

宝
、
頗
低
迦
宝
妙
飾
間
綺
〈已
上
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
乙
５
右
左
、団
）

④

《
・
七
宝
池
》

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕　
‘
　
　
　
　
，　
・　
　
　
　
ヽ
す

永
観
挙
〓略
記
義
・云
、
今
云
、
思
益
経
文
等
未
二
必

可
τ
証
。
由
レ此
可
レ
謂
。
観
経
為
ニ

初
ム
行
な
一。
水
想̈
観
′

・次．誌
二
瑠
璃
地

。̈
‐見．・
氷
′映

′徹
・仁
・́
綱
・鏡
つ
相ヽ

。
観
門
¨
其
に
，。

理
実

彼
土
七
宝
為
レ地
。
故
花
。
坐
観
並
双
。
観
経
七
宝
為
レ　
地
。
但
今
経

説
二黄

金
為
Ｊ
地
。
ユ
挙
レ勝
耳

〈巳
上
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
（①
中
２
右
、
①
上
末
１５
右
）

②

《
同
》

※
信
云
、
間
。
観
経
云
瑠
璃
地
・、
何
故
今
云
黄
金

。
解
日
、
思
益
説
未
来
須
弥

灯
王
仏
国
土
・、
云
間
浮
金
瑠
璃
為
地
・。
准
彼
思
之
、
黄
金
不
映
徹
・。
瑠
璃
非
金

色
、
彼
土
金
色
亦
応
映
徹
・。
故
倶
得
□
。
又
観
経
云
瑠
璃
地
上
以
黄
金
縄
雑
厠
間

錯

〈云
云
〉。
二
宝
合
成
故
亦
倶
名
。
私
云
、
大
経
上
云
、
七
宝
合
成
為
地
・
〈文
）。

可
合
□
也
。
永
観
難
恵
心
之
義
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（⑥
三
１０
右
左
、国
）

②

《
同
》

或
言
、
七
中
挙
勝

〈永
観
〉。

（①
上

‐３５
ｂ
）

（⑬
上
２４
右
、
①
上
末

＝
右
）

①
順
↓
〇
〇
須
　
②
進
↓
〇
〇
進

〔也
〕

③
言
↓
①
云
　
④
之
↓
①
足
　
⑤
相
↓
①
想

⑥
其
↓
①
甚
　
⑦
坐
↓
①
座
　
③
観
↓
①
巻
　
⑨
島
↓
①
嶋

永
観
撰

「阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

エハ
　
一



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

②

《大
如
車
輸
》

又
永
観
要
記
云
、
大
如
車
輪
、
一
相
伝
云
、
大
者
形
也
、
以
方
円
等
是
形
也
・故

〈己

上
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
乙
６
左
、□
）

④

《
雨
曼
陀
羅
華
》

観
云
、
法
花
疏
云
曼
陀
羅
花
者
何
。
西
明
云
天
花
名
也
。
中
国
亦
有
之
、
其
似
赤

而
黄
如
青
而
紫
如
銀
而
紅

〈已
上
〉
。
■
問
。
称
讃
経
説
常
。
雨
種
々
上
妙
天
花
、
今

何
唯
の
言
曼
陀
。
羅
。
ｃ
今
説

一
花
是
即
略
也
。
理
実
彼
土
可
雨
衆
花
故

〈文
〉
■
次

文
云
盛
衆
妙
花

〈已
上
〉。

（～
■
④
二
Ｈ
右
、
含
囲
、
■
～
⑭
中
３
左
、
■
～
■
①
上
末
１８
右
）

エハ
一
一

永
観
要

ヽ
記
云
、
一冨
五
根
、
謂
脂
精
進
念
定
恵
也
。
初
従
出
生
善
根
一名
根
・。
後
従

難
可
魔
伏
一名
力
・。
七
菩
提
分
者
、
謂
択
法

ヽ
、
進
喜
ギ
念

ヽ
、
定
ギ
捨

ヽ
、
軽
安

〈菩

提
批
云
覚
分
者
支
□
〉
人
聖
道
分
者
、
謂
正
見
正
思
惟
正
語
正
業
正
命
正
定
正
精

進

也
〈已
上
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
乙
７
左
、
□
）

⑩

《是
諸
衆
鳥
～
変
化
所
作
》

観
云
、
□
故
不
説
四
念
住
等
。
有
疏
釈
云
、
彼
化
生
身
然
元
体
不
浄
等
故
、
而
不

倒
執
浄
不
浄
心
故
、
不
説
身
念
。
雖
元
苦
受
亦
不
楽
執
心
到
、
不
説
念
受
。
知
心

元
常
励
誠
修
道
、
不
説
念
心
。
知
法
元
我
元
我
倒
、
不
説
念
法

〈是
故
不
説
四
念
〉。

不
曾
造
悪
、
元
煩
悩
、
説
断
熾
然
、
自
励
諸
聖
道
、
不
仮
説
修
故

〈不
説
四
勤
〉。

定
慧
兼
修
、
非
恒
散
乱
、
工
通
報
得
、
元
労
如
意
。
是
故
前
二
鳥
音
不
説
、
又
略

挙
非
鳥
不
宣
〈已
上
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
三
１４
右
、囲
）

①

《
同
》

※
恩
云
、
智
度
論
問
云
、
浄
土
中
諸
仏
有
元
量
神
力
・。
何
不
但
多
化
作
仏
処
々
説

法
、
度
衆
生
乃
化
作
畜
生
、
皆
現
樹
木
等
説
法
也
。
答
。
若
処
々
仏
身
衆
生
即
不

能
信
。
謂
為
幻
化
也
。
心
不
敬
重
於
道
難
入
。
所
以
不
化
作
仏
。
又
如
本
生
経
説
。

若
菩
薩
作
畜
生
身
為
人
説
法
、
人
以
希
有
故
関
皆
信
受
、
又
以
畜
生
心
真
故
不
証

人
間
則
生
信
。
又
恐
有
情
衆
生
、
是
欺
証
故
亦
令
元
情
、
樹
木
而
演
諸
法
聞
即
□

受
〈文
〉。
肇
与
観
同
之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
三
１４
左
１５
右
、
固
）

⑫

《彼
仏
光
明
無
量
》

観
云
、
間
日
、
諸
仏
功
徳
斉
等
、
何
故
ミ
タ
光
明
殊
勝
。
釈
言
、
法
報
功
徳
斉
等
、

但
化
身
仏
多
依
本
願
有
差
別
、
以
本
願
故
此
仏
光
勝
。
故
願
云
、
設
我
得
仏
、
光

明
有
能
限
。
量
、
不
取
正
覚
〈文
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
三
１６
右
、固
）

⑬

《彼
仏
寿
命
及
其

，人
民
撫
■
無
辺
》

永
観
要
記
云
、
西
明
云
、
此
即
総

釈
寿
命
億
衆
元
量
〈己
上
〉。
　

〈◎
甲
ｌ
左
、
固
）

④

《
衣
械
》
　

・・　

　

　

　

　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥

要
記
一バ
〔
怯
花

，
疏
云
（
衣
械
堵
Ｆ

一
義
衣
衿
也
。
又
天
台
云
、
衣
．
被
是
ｃ
盛
器

。

形
如
二
函
蓋

而̈
有
二
一
足

。̈
手
撃
供
養

〈已
上
〉
。

（⑭
中
３
左
４
右
、
①
上
末
１８
左
）

②

《舎
利
》

観
云
、
有
疏
云
、
舎
利
者
此
云
鶏
鶴
ｃ
鳥
、
光
記
云
、
舎
利
鳥
者
舌
身
也
。
有
云
、

□
利
鳥
者
鶯
也
〈文
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
三
１３
右
左
、
国
）

②

《
迦
陵
頻
伽
》

※

一
云
、
迦
陵
頻
伽
者
発
妙
音
鳥
、
如
余
処
説
仏
以
伽
陵
頻
伽
音
為
衆
演
説
。
馨

喩
経
中
、
阿
育
工
問
波
斯
匿
王
妹
尼
云
、
仏
有
人
種
音
声
以
何
為
喩
。
道
人
日
、

仏
音
厳
妙
元
双
元
比
。
唯
今
海
辺
有
鳥
、
名
為
掲
随
。
其
顔
有
髪
善
王
即
還
日
、

使
人
求
之
未
復
、
得
鳥
旬
日
不
鳴
。
王
甚
惟
之
時
、
有
青
衣
荘
厳
以
大
鏡
者
、
鳥

若
於
鳥
見
鏡
中
、
影
驚
欣
歓
鳴
。
青
衣
旋
之
不
得
令
鳥
青
衣
、
皇
我
能
令
鳥
鳴
。

王
言
、
汝
能
使
鳥
鳴
、
勉
汝
為
夫
人
。
即
取
大
鏡
懸
之
四
面
、
鳥
在
中
央
四
句
見

伴
即
使
悲
鳴
。
声
甚
哀
和
□
□
分
之

一
。
王
意
歓
喜
即
発
売
上
正
真
。
宮
中
繰
女

凡
千
人
亦
発
売
上
道
意
、
従
意
従
分
遂
信
三
宝
。
鳥
之
音
声
所
発
如
是
寛
。
於
其

真
清
浄
妙
音
者
乎
。
案
日
、
伽
陵
頻
伽
即
名
掲
随

〈文
〉。
照
与
観
意
同
之
。

（④
三
１３
左
、
固
）

④

《
五
根
～
人
聖
道
分
》

②

′《成
累
足
来
於
今
十
劫
》

′　
　
・
ヽ
　

・　
　
　
…
・

‥

・
・
　

　

‥

′
禅

′
林
要
記

，
云
一舎
利

・
弗
知
跡
ル
下
、次
明
・城
道
¨
′。
ヽ
此
彼
来

′
者
通
・豫

・疑一
也
。
凝

´
云
、

彼
仏
寿
命
雖
ｉ無
量
劫
・
応
レ有
・
尽
期
・。
若
爾
恐
臨
・滅
度
後

。̈
為
レ
通
二
此
疑
一明
〓

①
雨
↓
⑭
①
両
　
②
言
↓
⑫
言

〔両
〕
↓
①
両
　
③
維
↓
⑭
①
羅

〔花
〕

④
今
↓
①

〔答
〕

今
　
⑤
被
↓
①
械

〔者
〕

⑥
盛
↓
①
盛

〔花
〕

０^
鳥

○
下
に
中
略
符
号
あ
り
　
③
量

Ｑ

下
に
中
略
符
号
あ
り



成
道
近
・
即
顕
二
未
来
化
用
一也

〈已
上
〉
。

Ｏ

《
同
》

′　
　
　
　
・・　
　
　
　
　
　
　
　
，

，　
　
　
　
・　
　
　
　
　
´^

又
要
記
云

ヽ、
今
称
讚
経

ｉ云
二
十
大
劫
ム

双
港
経

，怯
二
凡
笹
十
劫
・、
大
阿
称
陀
経

，

云
二
十
小
劫
・、
平
等
覚
経

云
二
十
人
劫

。̈
然

有
ｉ
大
小
不
同

者̈
、
宝
堀
云
、
如

・雑
心
説
・、
六
十
四

，
劫
名
二

・大
劫
・。
倶
舎
云
、
八
十
小
働
為

一
大
劫
・。
・依
ｉ壊

略

′
経

，
下
巻
・メ
明
二
三
劫
・。　
一　
一
里
二

・
里
十
理

′
乃

・
至
四
十
理

，石
、
方
広
跡
然
プ
以
二

′
天
衣
重
三
鉄
・
、
人
中
日
月
歳
数
三
年

一
払
・一此
石

乃̈
尽
名
こ

小
劫
、

ア就
三
小

′
劫
沖
・自
綺
二

塁
二

′里
乃
至
四
十

・里
・́■
。
二
人
十
里
拓
、
坊

′
広
亦
然

・。
以
・̈礎
天

衣
遺
三
鉄
ず
、
贅
天
中
百
宝
光
明
鏡
為ヽ
・・嘔
月

，歳
数
三
年

′
〓
払
■
此
拓

，
乃
尽

名
為
二

中
劫

。̈
〓

・一有
‐
人
百
里
石
」
、
方
砿
跡

，然
。

′以
■
浄

・居
狭
衣
重
三
鉄
¨
、
即
浄
居
天

百
宝
光
明
競

，為
１
日
月
歳
数
二
二
年

一
弘
・批
石
・乃
尽
　
´
名
ｉ

‥扶
給
祗
劫

。̈
響
疲

論

，
、
摂
綸
等
云
、
〈乃

・
至
〉
四
十
里
城
満
ン中
芥
子

′
、
不
二
概

令
τ
平

百
歳
人
取

´
二

芥
子
・尽

、
名
ｉ

大
劫
・。
望
三
瑶
塔
経
・、
即
是
彼
小
劫

〈略
抄
〉
。
説
・
大
小
劫
・

得
名
不
レ定
，、
望
．レ大
名
，レ
小
、
望
レ
ノｊ、
名
．レた
。
〈已
上
要
記
〉。
　

　

　

（①
五
‐４０
ａ
、
囲
）

①

＾
於
今
十
劫
》

要
記
云
、
聖
主
弥
陀
、

・
傷

特
性
恥
根

。
誰
有

誰
不

為
指
南
。

①

《
成
仏
已
来
於
今
十
劫
》

※
慈
恩
、
永
観
為
十
劫
敷
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
三
１７
左
、
囲
）

①

《
其
中
多
有

一
生
補
処
》

永
期
要

・
記
云
、
潤
。

月
い
彼
土

一
生
補

・
処
、
若
准
此
方
・

，為
取
元
生
」
。
釈
言
、
彼
土

非
先
処
天
・、
次
．
必

成
仏
Ъ

今

一
生
者
、
十
地
究
寛
。
云

一
生
・也

〈已
上
〉
。

（◎
甲
３
右
、
⑭
中
１９
右
、
①
下
本
１４
右
）

⑩

公衆
生

，
聞
者
応
当
発
願
生
祓
口

′
土
》

，‐
　
　
　
　
　
　
，
，
´
´
　

・
　

・‐
・

＾
是
敬
壊
記
伝
、
実
雌
吠
書
提
心
浄
■
正
因
一
、
末
代
担
夫
ｍ
以
囃
発
一， 。
　

′
縦
離
稀
溌
・

遇

縁

使̈
退
・故
仏
願
説
浄
土
荘
厳

、
Ｓ
シ
メ
テ
Ｋ
令
彼

願̈
楽
・生

大
乗
土
・発

①

《
一
心
不
乱
》

，，
　

　

‐

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
，
，　
　
・‘
　

　

肌
れ
、
弥
能
４
■

・之
中
．即

管
胤
，
無
２
勧
徳
・
故
、　
一，こ
称
念
共

成
′大

讐
根
．」
ム
得

′
往

十
劫

尼
来
恒
杭
正
機
一。
我
等
由

・
障
・今
¶

・始

・間
、
五
カ
悲

　

生

・
。
如
瑛
記

・云
・。
諸
仏
願
行
、
成
此
果
名
Ъ
但
能
念

号
、
具
蒙
衆
徳
・。
故
成

々
智
者

、
今
生
不

　

励
往
生
之
事
。
唸
撫
胸
・恥
懺

、　
　
大
善
・不
療
往
生
・。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
下
２１
左
、
圏
）

（〇
六
５３７
ｂ
）
　

菩
提
心
・。
若
不
爾
・者
、
何
得
発
心
一，
。
豊
不
如
来
大
悲
願
力
・。
斯
実
発
心
之

方
便
、
末
代
之
要
行
也
〈云
々
〉。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈①
下
２１
右
、
□
）

④

《
若

一
日
七
日
》

観
云
、
間
日
、
今
説
七
日
之
行
為
近
臨
終
為
通
尋
常
、
釈
有
両
解
。
一
云
唯
。
近
行
、

故
感
禅
師
云
、
観
。
経
臨
。
終
者
極
少

一
念
十
念
亦
得
往
生
。
ア
ミ
タ
経
対
有
命
未

尽
経
日
始
ф
已
、
或
ピ

ニ
日
乃
至
経
於
多
日
能
念
仏
名
亦
生
浄
土
。
元
量
寿
経
対

長
寿
不
死
之
者
尽
形
寿

一
。
向
専
念
ф
方
得
往
生

命
巳
上
〉
。

．
亦
通
尋
常
、

口
問
。
日
、

若
言
通
尋
常
者
、
七
日
之
後
遇
縁
作
悪
、
豊
得
往
生
。
如
遺
教
経
云
、
瞑
恙
之
害

゛
破
善
法
、
又
劫
功
徳
賊
元
過
瞑
患
。
釈
言
、
不
爾
。

■
七
日
行
後
、
設
雖
造
罪
而

。
此
行
法
決
定
業
故
、
是
。
人
終
。
時
不
顛
。
倒
、
懺
゛
悔
罪
必
得
往
生
。
或
七
日
後
、

不
遇
悪
縁
９
以
是
大
善
威
．
徳
力
、
②
一
切
諸
仏
所
護
念
故
、

日
此
解
為
勝
。
不
爾
便

有
尋
常
行
中
元
定
業
過

〈文
〉
。
（④
三
２３
右
、
○
下
７６
ｂ
、
①
上
“
ａ
、
③
七
跳
ａ
、

上
■
◎
甲
五
右
二
■
上
■
◎
五
３３３
ａ
、
①
下
本
３２
左
）

（③
下
１８
左
、
国
）

⑫

、

′不

レ
斉

一捨
後

惚

捨

場

命

生
。

禅
師
、
含
レ咲
而
終
教
信
櫛
破
眼

〈己
上
〉
。

（①

¨
０

４２７

ａ
二
■
～
⑥
二

２１８
ｂ
、
含
囲
）

０

《
職
見
是
利
以
下
》

・
・，
　

　ヽ
，′
　

　

　

・　
＾
　

・‥

　
′
　

　ヽ
　

　

４

※
亦
下
引
・
路
記
Ｌ
バ
、
経
日
三舎
利
・　
′
至
・
生
彼

，
国
土
・下
第
二
刷
レ
証
働
成
＾
乃
運
〉
薇

以
レ
証
勧

・。
批
有
・
■
文
・。
‥
一
以
〓拍
証
痴
見

勤̈
¨
」
一引
■
他
方
仏
税

勧̈
。
〓′一
示
」

現
当
利
溢
・勒
。
Ⅷ
挙
二
我
為
ル
仏
讃
・　
勧
¨
五
惣

結
二
勧
進
・。
・批
是
初
也
。
意
云
我

以
・
仏
眼
・観

明
見
二
此
勝
利
・。
故
説
・
彼
因
果
・。
汝
等
勿
レ有
レ疑
〈禅
林
同
レ
之
〉
。

（⑤
下
�
ｂ
）

①

日
↓
⑭
①
云
　
②
必
↓
⑭
①
如
　
③

云
↓
⑭
①
之
　
④
近
↓
◎
①
①
近

〔終
〕
↓
③
近

〔臨
終
〕
　

⑤
経
↓
◎
③
①
①
経

〔対
〕
　

⑥
終
↓
Ｏ
①
終

〔之
〕
　

⑦
已
↓
①
①
亡

③

一
↓
Ｏ
①
③

一

〔
日
〕
　

⑨
向
↓
①
心
　
⑩
方
↓
①
当
　
①
己
上

①
①
に
無
し
　
⑫
亦

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

↓
◎
Ｏ
①
③

〔二
云
〕
亦
　
⑩
日
↓
⑪
云
　
⑭
破
↓
Ｏ
①
①
破

〔諸
〕

⑮
此
↓
①
斯

⑩
人
↓
①
人

〔臨
〕

⑭
時
↓
◎
Ｏ
①
③
①
時

〔心
〕

⑪
倒
↓
①
例
　
⑩
悔
↓
◎
Ｏ
①
①
①

悔

〔滅
〕

④
以
是
↓
①
是
以
　
②
徳
↓
①
徳

〔之
〕

②

一
↓
◎
Ｏ
①

〔故
〕

一　
④
爾

エハ
〓
一



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

０

《
同
》

観
云
、
明
往
生
証
此
文
来
者
、
為
断
疑
生
信
仏
証
誠
・之
。

二
明
他
証

〈文
〉。

（④
三
２４
右
、
○
下
７８
お
、
⑭
下
９
右
、

二
。
一
明
自
証
、

ａ
、
①
下
本
４２
右
）

④

《若
有
衆
生
聞
是
説
者
応
当
発
願
生
彼
国
土
》

観
云
、
若
有
衆
生
等
、
次
勧
願
因
。
■
唯
勧
ｃ
願
、
挙
初
略
後
具
足
、
応
云
願
行
倶

勧
。
■
故
称
讃
云
、　
一
切
皆
応
②
住
意
発
願
、
如
説
修
行
生
彼
仏
土

〈文
〉。

（④
三
２４
右
左
、
含
固
、
■
～
◎
下
２４
右
二
■
～
■
①
下
本
犯
左
）

⑩

《
同
》

故
永
観
要
記
云
、
第
二
正
勧
願
・
〈乃
至
〉
故
大
経
説
三
輩
之
人
発
菩
提
心

〈已
上
〉。

（◎
甲
３
右
、
圃
）

○

《各
於
英
国

（六
方
諸
仏
）》

又
永
観
要
記
云
、
各
於
其
国
者
、
第
四
明
国
土
。
■
称
讃
経
っ
云
、
住
在
。
各
。
方
自

仏
浄
土

〈已
上
〉。

（◎
甲

７
右
、
含

囲
二
■
～
Ｑ
四

ｌ
右
、
①
下

８０

ａ
、
①
人

４０２

ａ
、
①
ド
末

２
左
）

⑬

《
出
広
長
舌
相
》

観
云
、
明
。
化
証
。
是
冊
人
願
中
第
十
七
願
也
。
■
此
有
二
師
。　
一
云
引
例
証
、
謂

非
我
嘆
彼
仏
依
正
勧
物
往
生
、
亦
六
方
諸
仏
皆
悉
勧
発
称
揚
讃
歎
、
各
従
其
土
往

生
彼
国
。
若
爾
何
故
現
広
長
舌
当
信
此
経
。
豊
非
現
瑞
。
釈
言
諸
仏
各
於
其
土
説

此
経
時
、
現
瑞
説
法
何
有
不
可
。
二
云
現
瑞
証
、
口
謂
十
方
仏
恐
畏
衆
生
不
信
釈
迦

一
仏
所
説
、
即
共
同
心
同
時
各
出
舌
相
、
こ
遍
覆
三
千
世
界
３
証
誠
実
言
、
汝
等
衆

。
生
応
信
受
釈
迦
所
⑩
説
。
●
若
．
爾
■
此
会
大
衆
見
聞
彼
事
、

．
是
義
難
知
。
今
試
釈

之
、
口
発
記
影
．
向
。
必
応
見
間
、
当
機
結
縁
随
宜
不
定
。
■
或
仏
神
力
故
四
衆
倶
。
見
。

下（輌
剛
っ
』
螂

４０３右
、ａ玲

∞
」
相
州
麺
一

・・４１０
・『
¨
』
だ
一組
ヽ
¨
研

３‐８２６
】
一

・脚
嘔

・・９１４
・̈
が
一ａ■
ヽ
∽

ｍ
ａ）

⑩

《
同
》

観
云
、
間
日
、
⑮
諸
皆
現
舌
相
讃
ミ
タ
徳
、
何
故
釈
迦
不
現
此
相
。
是
義
難
解

。

但
現
瑞
説
法
多
随
機
宜
耳
、
何
必

一
切
皆
悉
斉
等
現
。
復
此
経
略
去
別
序
、
瑞
相

有
元
暗
以
難
知
。

陀
自

証
例

而

可

レ
知
。

（～
■

Ｑ
四
７
右
、
国

■

①
下
２７
左
、
■
～
①
下
末

１５
右
、

①

《無
量
寿
仏
》

於
中
有

①
七

４０‐

六

四

①

《
同
》

※
散
善
義
云
、
又
十
方
仏
等
、
恐
衆
生
不
信
釈
迦

一
仏
説
、
共
同
心
同
時
舌
相
遍

覆
三
千
、
応
信
是
釈
迦
所
説
所
讃
所
証

〈文
〉。
（永
観
如
成
之
〉
。
　

（④
四
５
右
、
国
）

①

《
汝
等
衆
生
》

観
云
、
汝
等
衆
生
等
者
、
第
七
明
勧
進
。
若
爾
此
文
為
彼
仏
勧
。
為
此
仏
勧
、
称

讃
経
云
、
及
十
方
面
諸
仏
世
尊
為
欲
方
便
利
益
安
楽
諸
有
情
。
故
各
住
本
土
現
大

神
変
発
誠
諦
言
、
勧
諸
有
情
信
受
此
法

〈已
上
〉。
天
台
云
、
六
方
諸
仏
皆
悉
勧
発

称
揚
讚
嘆
。
恒
河
沙
数
仏
各
於
其
土
往
生
彼
国

〈巳
上
〉。
明
知
、
此
文
彼
仏
勧
進
。

有
云
、
此
文
未
必
指

一
々
方
勧
信
文
、
義
記
亦
爾
。
故
六
文
是
今
仏
観
。
今
云
、

若
非
指

一
々
方
、
何
云
六
方
。
義
記
釈
畑
然
、
勿
曲
会
私
情
見
。
　

（④
四
４
左
、
国
）

⑫

《
一
切
諸
仏
所
護
念
経
》

収
泳
観
要
記
伝
、
金
剛
硫
云
、
間
。
諸
仏
護
念
有
何
利
益
。
答
。
猶
□
魚
子
母

念

即
成
不
念
即
壊
。
菩
薩
亦
爾

〈已
上
〉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
甲
１０
左
、
団
）

①

《
西
方
世
界
有
無
量
寿
仏
》

禅
林
琉
云
、
間
日
、
元
量
寿

′
者
、
為
今
所
説
犠
楽
化

′
主
。
口
侑
云
、

」
夕
有
‥
同
名
何

弥

′
陀
，
仏
・
〈・攻
〉。
■
今
云
、
是
犠
難
レ知
。
骰
雖
・化
宝
証
胡
″
何
供
‐
・。
■
為
レ。
引
‐

衆
生
・称
・揚
′自
徳

諸̈
仏
常
途

也
。
口
ｏ

・
而
弥
陀
．
自
証

‐明

何
非
硬

乎
口
〈

・
乃
至
刷

通
讃
〉。
釈
迦
自
讃
散
・稚
諸
経
一̈
於
二今

′経

一
択
迦
説
ド
行
〓能
難
事
・得
ｉ培
縫
・明
中

此
浄
土
法
門
諸
仏
称
讃
上
。
是
豊
非
二釈
迦
自
説
・哉
。
為
二利
生
・故
何
成
レ失
。
弥

■
～
■
①
下
８３
ａ
、
①
人
価
ａ
、
■
～

１６
右
、
Ｏ
‐８
ｂ
）

⑭

《無
量
寿
仏
》
　
　

　

‥
　
　
　
′
，

※
通
賛
巻
二
、
若
弥
陀
自
讃

、
猶
理
何
違

。
引
転
衆
生
・令
生
勝
意
■

已
上
〉。

〈永
観
意
同
之
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
甲
８
ウ
、国
）

（④
四

４
右
、
◎
甲

７
右
、
国
）

耶

⑥
に
無
し

①
願
↓
③
①
願

〔者
〕

②
住
意
↓
③
信
受
　
③

云
↓
①
言
　
④
各
方
↓
Ｏ
③
本
上
　
⑤

方

④

「＋
）
」
と
右
傍
註
記
　
⑥
化

④

「価
「
」
と
右
傍
註
記
　
⑦
遍
↓
③
編
　
③
証
↓
①
①
③

説
　
⑨
生
↓
③
①
⑭
生

〔皆
〕

⑩
説
↓
⑤
説

〔□
所
讃
所
証
〕
↓
①

〔所
讃
所
証
〕
↓
Θ

説

〔所
証
〕

①
爾

Ｏ
に
無
し
　
⑫

「是
…
或
」
■
五
字

①
に
無
し
　
⑩
向
↓
〇
響
↓
①
③

響
　
⑭
必
応
見
聞
↓
○
◎
二
衆
見
彼
上
舌
相
　
⑮
見
↓
⑬
見

〔群
疑
論
云
観
相
聴
言
則
此



本
韓
永
観
澄
憲
、
日
以
・智
誌
弥
陀
′〓

至
西
方
極
楽
′教

主
．̈

〈云
云
〉。

（◎
九
２１９
ａ
）

①

《
已
発
願
》

観
云
、
今
由
唯
発
願
。
□
得
生
者
、
今
文
略
也
。
故
称
讃
云
、
如
説
行
者
、　
一
切
定

於
阿
将
菩
提
得
不
退
転
、　
一
切
定
生
極
楽
世
界

〈已
上
〉。
　
■
又

●
摂
論
云
、
由

唯
発
願
ら
便
得
往
生
安
楽
。
世
界
、
是
別
時
意

〈。
已
上
）。
若
爾
復
由
唯
有
行
往
生

浄
上
、
亦
別
時
意

〈已
上
）。

（④
四
６
左
、
○
下
８５
ｂ
、
①
人
４０９
ｂ
、
日
～
◎
二
二
５１９
ａ
、
上
一
◎
二
２７２
ａ
）

①

《
是
諸
善
男
子
…
三
貌
三
善
提
》

観
云
、
次
勧
願
也
。
若
爾
由
自
願
力
亦
可
生
余
浄
土
。
何
故
唯
勧
極
楽
。
釈
意
極

楽
自
他
二
願
相
応
、
謂
自
願
為
因
仏
願
為
縁
、
因
縁
和
合
。
是
故
偏
勧
。
於
余
仏

土
□
□
必
然
故
々
不
勧
進
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（⑥
四
Ｈ
右
、
囲
）

①

《称
讀
諸
仏
》

林
云
、
間
日
、
前
説
釈
迦
唯
讃
ミ
タ
功
徳
。
今
云
、
何
言
諸
仏
功
徳
。
故
称
讃
経

云
、
称
揚
讃
嘆
元
量
寿
仏
。
。
涌
。
者
不
同
伝
親
異
。
然
什
公
善
解
泰
言
、
如
得
経

亘
前
後
極
楽
依
正
功
徳
。
是
故
唯
是
讃
嘆
ミ
タ
。
次
六
方
段
具
説
諸
仏
長
舌
瑞
相
、

次
復
門
諸
仏
名
得
不
退
転
。
故
此
文
云
称
讃
諸
仏
、
略
本
経
文
、
豊
是
非
功

〈文
〉。

（④
四
Ｈ
左
、
国
）

①

《
治
利
弗

当
知

（分
料
）

法
花
玄
云
、
所
言
五
者
煩
悩
奥
見
此
正
是
濁
。
此
二
所
成
名
衆
生
濁
。
即
此
衆
生

連
持
之
命
名
為
命
濁
。
此
四
種
時
謂
劫
濁
也
。
問
日
、
何
故
五
濁
之
中
不
説
業
濁
。

法
花
疏
云
、
毘
尼
母
ェ
経
云
、
亦
説
業
濁
没
於
見
濁
、
属
煩
悩
濁
。
今
明
即
衆
生
濁

是
業
濁
也
。
所
以
然
者
、
既
有
煩
悩
起
身

口
意
悪
業
、
故
名
業
濁
。
何
以
知
然
。

若
但
意
地
有
諸
煩
悩
不
起
身
口
業
、
非
悪
衆
生
、
不
□
□
生
濁
也
。
故
知
衆
生
濁

即
是
業
濁
〈已
上
〉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
四
１２
左
、
固
）

人
身

・

口
赫
様
程

（○
下
８７

ａ
、
①
八
４１‐

ａ
、

◎
獅
ｂ
“
ａ）

⑩

《
五
濁
》

観
云
、
言
濁
者
是
不
情
義
、
警
如
濁
水
不
知
見
物
衆
生
心
濁
不
見
浄
土

故
名
濁
也
。

⑭

《
不
明
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・
´́

，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
″^
　
ソ

胴
跡
柁
燿
要
記

〈今

・
家
〉
云
、
収
試
釈

云
、
有
二
与
奪

，
二
義
一。
若

′
与
言
レ
之
、
本

願
沖

，除
下
十
念

，
以
後
造
二
五
　

，
逆
・者ヽ
上
、　
一
念
悪
心
被
・諸
嘗

・故
「
観
燿
沖
′取
下

‐
造
逆

以
後
具
・・十
念
・渚
卜
、　
一
念

ｉ能

，
消
二
億
劫
罪
・散
依
‐
此
義

。̈
・故
十
念
薇
通
二
写
常
臨

終

。
若
奪
言
レ
′之
、
本
願
中

‥説
二
欲
生
十

′念
・沐
レ
説

・〓麻
銘

、

下

‥生
中

・観
二

′
称
捻

仏
名
・具
ｉ
堤
・十
捻

，・。
・所
説
既
異

、
湘
違

何
人
　
デ
設
無
・
造
罪
ｉ
欲
¨
生

唯
顧

，

無
レ行
豊
生

。
欲
レ生
雖
レ願

数

々
念
し
之
行
願
具
足

。
若
契
・
仏
意
・願
得
・
往
生

。

（①
下
４６‐
ａ
、
■
～
◎
二
三
５２０
ａ
）

①

《
不
明
》

，
又
泳
観
弥
性
紙
要
記
、
「
指
′●

第
「
十
日
四
十
六
関
法
随
意
′願
．ち

■
従
要
証
云
、
間
′「
、

何
以
得
レ知

、
弥
陀
説
二
三
乗
法
、
答
．
云
、
大
論
云
、
諸
仏
初
発
心
時
見
〓諸
仏
、

禅
林
寺
云

①

《難
信
之
法
》
　

′

　́
　
　
　
　
　
　
　
，
　

＾
　

・　
　
，　
′
・　
　
・

※
難
信
之
法
者
、
懲
思
疏
云
、

，庸

一
日
乃
至
北
「
念
仏
即
抜
二玄
沢
・稿
昇
二浄
境
・。

微
因
著
果
俗
情
難
レ信
。
人
恐

如
来
引
接
語
　
。
故
云
・
難
信
之
法
・〈
已
上
〉。
肇

公
、
禅
林
同
レ之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（○
下
８６
ｂ
、
③
八
４１０
ａ
）

⑫

《流
通
分

（分
科
）》

観
云
、
仏
説
此
経
己
下
大
段
流
通
分
也
。
経
宗
所
量
文
別
有
二
。
初
明
流
通
人
光

菩
薩
者
、
准
前
序
分
挙
初
後
衆
略
去
中
人
後
明
流
通
相
。
既
信
受
聖
分
、
豊
不
弘

通
乎
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（④
四
１３
右
、
団
）

⑬

《
不
明
（唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
）
》
　

　

・　
　
　
　
，
，

禅
林
要
記
云
、
感
法
師
出
二十
五
家
・、　
一
々
不
レ用
而
自
釈
。

（
①
六

２８６

ａ
）

義
也
〕
　

⑮
諸
↓
◎
諸

〔仏
〕
　

①
仏

⑭
①
に
無
し
　
⑬
引
↓
①
Ｏ
利
　
⑩
而

⑥
に
無

し
　
②
自

③
に
無
し

①
□
↓
○
◎
而
　
②
便
得

◎
に
無
し
　
③
世
界

◎
に
無
し
　
④
巳
上

◎
に
無
し
　
⑤
涌

永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

④

「論
敗
」と
右
傍
註
記
　
⑥
者

④

「説
欺
」と
右
傍
註
記
　
⑦
甚
難
↓
◎
難
信
　
③
行
↓
◎

受
　
◎
根
↓
①
根

〔也
〕

⑩
経

④
「論
敷
」と
右
傍
誰
記
　
⑪
指
↓
◎
云
　
⑫
十

◎
に

無
し
　
⑬
云
↓
◎
日

六

五



永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

①

《
不
明
》
　
　
　
　
　
　
　

‥́

・

・　
　
　
　
　
‥

　
　

　ヽ
　
　
・

‥

要
記

〈永
観
〉
云
、
逆
者
十
念
不
定
　
可
レ然
。
余
者

一
念
何
為
・
不
定
・。
是
謬
之
謬

〈己
上
〉
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（◎
人
３５７
ｂ
）

①
生
↓
◎
生

〔己
上
〕
　

②
云
↓
◎
⑩
日
　
③
説
↓
◎
説

〔耶
〕
↓
⑪
説

〔乎
〕
　

④
云

↓
◎
⑪
日
　
⑤
云
↓
◎
日
　
⑥
云
↓
◎
日
　
⑦
究
↓
◎
説

以
。三

二
乗
，Ｆ渡
・・

，
衆
生
，
一。
自
隻
晨
′一計
、
我
亦
当
鳴
´
」
一え
・庭
」
不。
生
．Ｌ
口
問
②
云
、■
依
，

・
本
願
・税
・
三
乗
一、
′何
故

・
四
十
人
願
之
沖
不

・・胡
「
税
・。
塔
ｃ
伝
、

・梯
四
十
一^
願
云
、

口
設
我
得
レ
・
仏
、
国
中
菩
薩
髄

一棋
志
願

所́
レ欲
レ
聞

，摯
自
然
得
レ

，
聞

。
若
不
レ爾
者
、

不
レ
取
・
正

，
覚

。̈
問
『
云
ヽ
彼
説

二
操
・者
、
何
論
云
二
大
乗
讐
根
界

。
答
こ
云
、
彼
土

雖
レ説
二
小
法
・而
以
レ
彼
不
■
究
党

。
故
言
・大
乗
善
根
界
・
〈云
云
〉。

（◎
二
知
ｂ
、
含
□
、
■
～
■
◎
九
２１９
ａ、
■
～
◎
九
２１９
ｂ
、
■
～
■
Θ
人
５３‐
ａ）

上ハ
ユハ


